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の情報هの手法としては、Ｍ̧の活用をࢼみていま
す。Ｍ̧は複合現実のことを指し、３次元モデルの現実
空間のॏͶ合Θせが可能な技術です。検者はΰーグ
ル型デόイスを用いて、現地構造物に３次元モデルをॏ
Ͷ合Θせ、ͻͼׂれなどの情報をモデルにهする
ことで、効ྑく検データをすことができます。
検後のデータ整理に要する時間も削ݮが可能です。その
΄か、ࠜཪ検には、自ࣾ開発の高性能Χϝラࡌの
ઐ用ドローンを適用できます。これにより、検足場構
築にかかるඅ用・時間の削ݮに加え、安全な近検が
可能となりました。　

　このように様々な̞̘̩を組み合Θせることで、
̥̘配水のݐ設・ҡ持管理業務のさらなる効化
が期されます。今後も、̞̘̩活用による業務の
効化を指したऔり組みを継続していきます。
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ಅѦјྙ҄↳ᝲဇЪถをܱྵ

⅐≥ＩＭ≒≦ＩＭのဇ

　新設̥̘配水の施工の効化を図るため、３次元モ
デルを用いて各種シミュレーションを行うＢ̞Ｍʗ̘̞
Ｍの活用をࢼみました。ࢹೝ性の高い３次元モデルを用
いて、߯材ಉ࢜のׯবやコンクリートのॆర性をあらか
͡め検証し、この݁果を活用することで、効的な施工
計ըの立案が可能となりました。施工中も、本モデルに
よる複数の工種での֮ࢹ的な情報ڞ有により、確実な作
業間のௐ整が可能となりました。

⅐ዜਤ管ྸのјྙ҄↚Ӽↀ↕

　Ｂ̞Ｍʗ̘̞Ｍは、構造物にؔΘる情報を３次元モデ
ルにهすることもできます。検・ௐࠪ情報もモデル
にهでき、様々なデータの一元化が可能です。モデル
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ਵ時検針機能、ध要Ոຖの使用ྔを確ೝできるなどデー
タをར活用したฐࣾクラドサーϏスのॆ実を進めてい
ます。さらに、スマート化によりཻ度の高いデータऩू
が可能となることで、無効水ྔの発生ਪҠをトレンドグ
ラフでࢹする「ブロックྲྀྔࢹ」や「間࠷小ྲྀྔ
といったϝーターデータで࿙水をѲするアプリ「ࢹ
έーションなどスマート化による有ӹ性を広͛ていま
す。より高度なݟकりや安心・安全の提ڙ、շ適性とল
エωルΪーの両立、日々のらしの向上といったϢー
テΟリテΟϝーターそのものを製造ൢചしている会ࣾで
あるがނに気づき、実現できることにऔり組んでまいり
ます。

⇟∄ート൦ᢊ∇ーター⇣リ∋ーション

　近年ϢーテΟリテΟϝーターのスマート化の期はੈ
界的に高まっており、日本ࠃ内でも様々なڥม化の
中、ক来にΘたり安全でྑ質な水道水をڅڙし、継続的
に安定した事業ӡӦを行っていくためには、水道ϝー
ターのスマート化が解決ࡦのͻとつとされています。
そこでฐࣾは、2020年̐月よりスマート水道ϝーター
ιリューションから一า進めた4Maa4（4NaSU�MFUFSJOH�
aT�a�4FSWJDF）事業をల開しております。水道ϝーター
をは͡め、ガスϝーター、ి力ϝーター、気情報、行
౷計などの各種センサ、分ੳツールなどଞ種のデータ
もซせたデータのར活用によってサーϏスを生みग़すこ
と、そしてお٬さまにدりఴったより一の新しい価
の提ڙをࢤ向していくことで、水道ϝーターのスマート
化そのものを促進することとしております。具体的に
は、水道ϝーターのスマート化のための基盤整備とし
て、例えば201�年11月に用開始した通信に加え、
方向通信、かつ'05"機能により一੪更新が可能な通
信Ωϟリアをར用するなど、複数の通信を確立するこ
とで通信ڥの݈全化を指しております。たとえば、
ϝーターの設置位置や設置時期などをࣔす地図情報と連
携する機能、ٸۓ時や非常時などに現場にෝくことなく
ҙのϝーターを指定し、リアルタイム情報をऔಘする

⇈⇠⇹ルᧉ
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ℳᙌԼ特ݰ⅚ࣉλ∇リ⇩ト

ॳ期ࢿඅ用がえられるだけでなく、自動ӡ転による
無ਓ化、ඞ要ӡ転圧力がいため所定のམࠩのみでもΖ
աӡ転が可能なこと、Ζ材の薬品ચড়がෆ要でݥةな薬
品管理、およͼ薬品ચড়ഇ液などをഉग़することも無い
ため、ランニングコストをえながら༰易なҡ持管理、
লਓ化、ল力化を実現し、ڥෛՙのݮにも貢献でき
るとお٬様より高い評価をଷしています。
また、機ث本体が小型かつਾ付、配管工事が༰易に行え
る設計であるため、すでに設置ࡁみのスレッド式Ζա機
をଞのড়水場機動的にҠ設することも可能であり、ক
来的な施設࠶ฤのࡍにもॊೈなӡ用が期できます。

ℴʻࢸの事ಅޒ

当ࣾは、安心安全な水道水の安定څڙを安価に実現する
こと、ならͼにڥෛՙのいড়水技術を広くࣾ会に提
することを使໋とし、近年ますますେきなࣾ会的課題ڙ
としてೝࣝされている水道施設ٺ化にう更新の備
え、耐震強化の備え、ਓݮޱগにう経Ӧڥのѱ化
ならͼにਂࠁ化するਓ材ෆ足に対する備えなどに対する
ͻとつのえとして、今後もスレッド式Ζա機の普及に
めて参ります。

⇟レ⇩ドࡸ↼ᢅೞ

ℲᙌԼ概要

スレッド式Ζա機は、（ެࡒ）水道技術研究センターが
水道用ড়水置としてೝ定して以来、クリプトスϙリジ
ム対ࡦおよͼ度ݮを主な的として、現在までに
全̓ࠃつのࢢொଜにおいて約̑ɼ０００ὗʗ日規模のড়
水場をච಄に、長期にΘたり安定したড়水ॲ理を行って
おります。
ඪ४ྲྀଋベースでॲ理ྔ2ɼ８００ὗʗ日、̓００ὗʗ
日、およͼ2３８ὗʗ日の３つのモデルをご用ҙしてお
り、ඞ要水ྔならͼに設計݅にԠ͡て無ବのない࠷適
なબࢶを提ڙしております。また、いͣれのモデルも
小型で配管工事が༰易な設計、かつݐも簡易なプレハ
ブ小があれば十分なため、施工期間の短ॖ、ならͼに
施工コストݮに貢献கします。

⇈ルテ⇩ク
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Ⅰ特ࣉⅡ

Ⅎᩓщෞᝲ∝‵⁁2のЈをЪถ

　圧ࡡ水タンクが圧力を保持するので、圧入水ϙンプの
Քಇ時間がݮগ。ফඅి力を約2�ˋ削ݮし、$02のഉग़
削ݮに貢献します。（当ࣾಉ等機種比）

ℳࢼஹೞ（技術）↗ᚨፗ᩿ᆢ↞ӷሁ

　圧ࡡ水タンクは本体と一体化。従来の圧ࡡ式フΟル
タープレスと機ثサイζは、΄΅มΘりません。（当ࣾ
ಉ等機種比）

ℴᢃ᠃૾法のࣖݣ↱↚҄٭

　計ըのݟし等でݪ液（スラッジ）ྔがม動してもল
エωルΪー効果をมえͣに対Ԡが可能です。（圧ࡡタン
クの増設がඞ要になる場合があります）

式会ࣾੴ֞は、1958年に業した水インフラと産ג　
業をࢧえるプラントエンジニアリング・ϝーΧーです。
「信པに技術でԠえる」を企業理೦として、水機、Ζ
ա機、ϙンプなど「水」をकりࢧえる数多くの技術をੈ
にૹりग़してきました。ੴ֞のιリューションはグロー
όルにల開し、あらΏる水ڥ分と産業分でར用さ
れています。ࢲたちは、ڥ保全を通͡てࣾ会に貢献し、
次の時ともにาみ続けます。

　動力圧入式加圧水機は、フレーム内設置した圧
水タンクの効果により圧入水ϙンプのՔಇ時間を短ॖࡡ
し、ి力のফඅをݮするলエωルΪー型のフΟルター
プレスです。

ჽ⅙
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■⁂⁁※⁀⁆ Ⴘᙻ管Ⅷ˳᭗ೞᏡをɲᇌↆⅦɟ∝ݱ‒≖

　ࢹ管、サイフォン્ࢭห、ࢭٯห、エアൈきห、圧
力センサーを౷合した、一体型ࢹ管を࠾用していま
す。圧力センサーや$'"の活用に
より、フロートのエア付ணやԚ
れ等にӨڹされることなく、安定
した注入状گを確ೝできます。

■⁂⁁※⁀⁆ ≗‒ቇҥ∇ンテナン⇟ᚨᚘ

��工具を使Θͣにۦ動෦のアクセ
スが可能となり、ϝンテナンス性
がେ幅にアップしました。グリス
アップなどの定期的なϝンテナン
スを簡ศに行うことが可能です。

■⁂⁁※⁀⁆ ≘‒ೞᏡΪܱの新⇙ント

∓ーラဇ（″⁂‵㢁≔）

　従来のアナログ信߸੍ޚ・手動
に加え、現場のをऔり入れޚ੍
た『簡単パルス੍ޚ』を新たに実
。新機能となる圧力表ࣔ、検ྲྀ
ҟ常時のエアൈきӡ転、ుग़ྔߍ
ਖ਼、ඍ小入力Χット、圧力リミッ
ト、トルクリミットなど現場線
の機能をूڽしました。

新ႆ‒‒෩ɶ⇶ル⇼レ⇟∃ン⇽‒⁂›⁋

（ܭʖڼ٥ႆ࠰․․•․）

ℲᙌԼ概要

　液中型όルブレスϙンプP):型は、新形状のΧム機構
と高トルク%$ブラシレスモータの࠾用によりクラス࠷
高耐圧を実現した液中ϙンプです。従来のϙンプの設計
を一からݟし、より高ਫ਼度、高機能、高品質な製品に
生まれมΘりました。新開発のコントローラと$'"（έ
ミΧルフローアナライザー）の組合せで注入状ଶをࢹ
し、無注入にܨがるトラブルをະ然に検することが可
能となっています。

ℳ特⅙ࣉ

■⁂⁁※⁀⁆ ≔‒᭗᎑ן

　200型サイζではクラス࠷高となるుग़圧0.8MPaを
実現し、幅広いڥに対Ԡいたしました。

■⁂⁁※⁀⁆ ≕‒長᧓のܭܤදλ

　ుग़ྔߍਖ਼機能により、長期間の使用によるຎで
Լしたుग़ྔを補ਖ਼することができます。

ᄸ⅙
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■Ⅶ″※‟⁁‵⁄ⅧⅦ⇭ータӕᡂ∝ᐯѣ更新ೞᏡⅧのဇ

　検ຬަථや開ดખड付ථの入力業務において、
"*-0$3による手ॻきจࣈのテΩスト化と、システム
のデータ入力およͼ更新作業を自動化します。
　作業時間を削ݮし、効化を実現します。

■⇟∄ート൦ᢊ∇ーターのဇ

　スマートϝーターを用いた無線通信により、指針を
औಘしԕִ検針を実現します。
　料金ऩ業務と合Θせて実施することで現場でのӡ
用・保कにもਝかつ適に対Ԡします。

ɥɦ൦ᢊ૰シ⇟テム↗έ進技術のဇ

■ɥɦ൦ᢊ૰ሁࣉӓシ⇟テムⅦ″⁃⁇″⁄‷″シリー⇠Ⅷ

　上Լ水道料金ऩ業務のプロとして、長年蓄積してき
たノハを反өし開発・ӡ用している、当ࣾಠ自の「現
場線」の料金システムです。
　࿑務からシステムまでをಉ一の問題ҙࣝでଊえ、上Լ
水道事業体のニーζに合Θせて、お٬さまサーϏスの向
上、業務վળ・効化などを実現します。

■⇟∄ート⇻⇏ンのဇⅦ౨ᤆ∝ӓኛ∝ችምⅧシ⇟テム

　検針・ऩೲ・ਫ਼ࢉ業務をスマートフォン
で行います。
　業務を行う全120ࠃΧ所以上からの現場の
を反өし、ૢ作性や検針のしやすさを
。しましたٻ

■ɥɦ൦ᢊ૰シ⇟テム↗‹※⁅のᡲઃ

　グループ企業であるフジ地中情報᷂の水道情報管理シ
ステム（(*4）『'NaQ#aTF4"�$4』との連携が可能です。
　顧٬情報と地図情報の૬ޓ連携を実現し、業務の効
化をਪ進します。

√⇍⇐リ⇈∝ジ⇍⇳⇩⇪
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　ড়水ॲ理プロセスではݶられたਓ員と༧ࢉ内で、効
的な管理がඞਢとなります。ࡢ今ではコロナՒにおける
ਓྲྀの੍ݶなどもあり、上水管理の方法もݟしがඞ要
と考えられます。

䛆ከ㡯┠水㉁ ᐃ器 spe㼏tr㼛::l㼥serTM䛇

　TQFDUSP��MZTFS5M（スペクトロライザ）は、このような
時にマッνした水質ଌ定ثとなります。220の多
度ଌ定を基に、50$・67254・度・৭度をಉ時ޫٵ
にଌ定することを可能にしました。
　従来は50$計・67計・度৭度計の3台がඞ要となっ
ていた管理が、1台で可能となり、管理ෛ୲をܰݮでき
るとともに設置スペースやಋ入時の製品およͼ設置අ用
をେ幅にえられます。また、ަ෦品もなく、シンプ
ルな構造によりϝンテナンスも༰易となり、-$$（ライ
フサイクルコスト）もえられます。
　さらに、設置場所をબばͣ、幅広いೱ度Ҭでのଌ定も
可能なため、ݪ水管理や水ॲ理プロセスでの管理も可能
にしております。Ԡ用力にも優れており、ޫٵ度ଌ定݁
果を基に、ಠ自の検ྔ線作成も可能となります。ޫٵ度
ଌ定݁果のスペクトル形状のҟ常もײしܯ報を発報さ
せることも可能です（Φプション）。そのため、今まで
管理できなかったようなҟ常水ࢹを、現場ಠ自に実現
するといった使い方も想定できます。

䛆⾲♧器 㼏㼛㼚::㼏㼡㼎e䛇

　管理する表ࣔثDPO��DVCF（コンΩューブ）は、Χラー
タッνパωルを࠾用し、ग़力ؔもॆ実しており、-"/
による管理のҠ行も༰易に実現できます。-"/による
管理は、現場に行くことなく事務所のパιコンをར用
し、ߍਖ਼の入力や設定ม更、経時ม化、エラー状گの
確ೝもできます。また、ग़力をऔり込Ήことで、ଞࣾ
製品のଌ定݁果を表ࣔさせることも可能となります。
DPO��DVCFが現場のターミナルになることで、各計ଌث
にඞ要だった-"/ࢹのඅ用もえることができます。

　TQFDUSP��MZTFS5MとDPO��DVCFは、管理ෛ୲のܰݮや-$$
のݮ、ԕִࢹ等のニーζにԠえ、時にあった価
をご提ڙし、持続可能な水道事業の一の進లにد༩い
たします。
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新Ꮶѣࡸ᭗ᡮϹᨼආຕ൷Ⅴ⇌⇍ー⇼⇡トラー®‒Ⅵ

■ᙌԼの概要

　຺動式高ूڽఽは、ॏ力を活用した຺動による֧፩と
成フロックଘ在Լでのフロック形成をಛ長とするఽであط
り、লスペース、লコスト（イニシϟル・ランニング）、লϝンテ
というརがあります。Φルガノは຺動式高ूڽఽの長
所であるこれらのརを活かしながら、さらに新機能を加える
ことで、より安定したॲ理水質とӡ転管理ෛՙ削ݮを実現した
新型຺動式ूڽఽ「Σーブセトラー��」を開発、上ࢢしま
した。

■ᙌԼの特長∝ݰλの∇リ⇩ト
⅐Ⴞ⇟∀ー⇟

　フロック形成がෆ要で、かつԣྲྀ式ఽと比ֱしてい
ྲྀで通水できるため、লスペース化が可能となります。また、
ค末活性৮の削ݮも可能となるため、設置面積は一ൠ的
なԣྲྀ式ఽと比ֱして約�0ˋに削ݮ可能です。
⅐Ⴞ⇙⇟ト

　面積の削ݮに加え、ഉటϐットがなくఈ൘がフラットで、ԣ
よりもઙいため、ۥ体コストのେ幅な削ݮが可能となりま
す。また、内にフロΩュレータやૡد機などのେ型水中機ث

の設置がෆ要であるため、ফඅి力をݮでき、スラッジブラ
ンέットでのཹ効果により、คの注入もԣと比ֱし
て約50ˋ削ݮできることから、トータルのランニングコスト
も削ݮできます。
䖃┬䝯䞁䝔

　内に৯する材料や֧፩機等の可動෦が無く、かつࣼ
置、ݪ水分配管、トラフ等の機ثは長期にΘたりަෆ要なた
め、ҡ持管理が༰易かつ安全となります。
䖃Ᏻᐃ䛧䛯ฎ⌮水㉁

により、一ൠ的にॲ理ޚ֧፩設備の設置や຺動の自動੍ٸ　
水質がѱ化しやすい高度ݪ水ྲྀ入時や水温期も安定したॲ
理が可能となります（․）。

⅐ථ管ྸӼɥ

　界面計によるഉట੍ޚによ
り、従来置と比ֱして3ഒ
以上のഉట高ೱ度化、ഉట管
理の全自動化を実現してい
ます（‥）。
⅐ብ໗දλСࣂの᭗јྙ҄

　スラッジブランέットೱ度
をԚటೱ度計により可ࢹ化す
ることで、ཹ効果を࠷େݶ
にར用したคの注入੍ޚが
可能となります。これにより
ค注入の࠷適化、คॲ
理にؔするӡ転管理ෛՙの削
。が実現できますݮ

⇐ル⇒ノ
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 ․⅙᭗ບのϼྸ൦ບࡇોծ事̊

⅐ᩉᏮ᧸ഥࣱᏡのӼɥ

　インコアがෆ要な新型डޱ構造を࠾用し、管体とಉ等
以上の合強度を達成しました。またڐ༰ͻͣみ̒ˋの
耐震性を有し、想定される地震動に対し十分安全な性能
を発شします。

⅐工ࣱのӼɥ

150でҟなっていたストップリングとԡ・100ܘͼݺ　
ྠのϘルトサイζを౷一することで、工具をަするඞ
要が無くなり作業性が向上しました。また、ԡྠとストッ
プリングを分した構造としたことで全ܘޱにてԡྠԾ
కめ作業がෆ要となりました。

൦ᢊᣐ൦ဇ∃リエ⇧レン管ဇ∇⇑࢟᎑ᩗジョイント

　現行のスッϙンＭ̥ジョイントの施工性やࢭ性
能をվྑした新型タイプ『スッϙンＭ̥̭』を開発しま
した。

⅐管のࡽⅼᡂ↮⇢∓

　従来タイプではԡྠとストップリングが一体構造のた
めԡྠక付ྔ分、管の引き込みがありましたが、新型タ
イプはԡྠక付後にストップリングをక付ける構造とす
ることで施工時の管の引き込みྔをなくすことができる
ようになりました。

߷ᙱ൦ᢊೞ֥
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にとどまらͣ、情報のインプットのརศ性にも配ྀして
います。現場検ࢧԉシステム「̛̞」は、現場でのタ
ブレットからのҡ持管理情報ొ機能で、　ӡ転管理シ
ステム「̚Ｍ」は施設のӡ転モニタリングを行います。
これらのシステムが、ҡ持管理データの効的なऩूを
サϙートします。

≗≑⇭ータをဇↆင管ྸのஇᢘ҄

　̨ｋ̨͈̲̰́̿ｅ́は上Լ水道事業に携Θる全てのؔ
者のニーζにԠえるιリューションを指して機能を強
化してきました。̖̞を活用したӡ転管理の࠷適化や、セ
ンサーによるྼ化断等の開発にऔり組んでいます。
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‒‒‶⁊のਖ਼進↚↷るᚨのレジリエン⇟↗‒‒‒‒‒
⅙ኺփؕႴの҄ࢍ
≔≑⇭ジタル҄↚↷るငのᎊ҄ݣሊ

　和Վࢢࢁの十୩水管ڮの崩མにみられるように、水
道ࢿ産のٺ化がେきな問題となっています。ٺ化対
。産管理がඞ要となりますࢿでは、適かつ効的なࡦ
ઌの水道法վਖ਼でも、ࢿ産台ாの整備が義務づけられ、
。務となっていますٸ産台ாの整備がࢿ
　一方で多くの水道事業体では、৬員のݮগによりେ
なࢿ産情報を適時にѲすることはࠔとなっており、
デジタルツールを使ったࢿ産データの構築がٻめられて
います。

≕≑クラ⇌ドベー⇟↖事ಅऴإをɟΨ管ྸ

　当ࣾは、ࢿ産データを一元管理し施設のライフサイク
ルを通͡たデータ管理を実現するクラドサーϏス「̨
ｋ̨͈̲̰́̿ｅ́」を提ڙしています。
　̨ｋ̨͈̲̰́̿ｅ́はコンサルタント、ҡ持管理会
ࣾ、事業体がڞ通のプラットフォームで、ࢿ産ଐ性、ҡ
持管理情報、मસ補म情報、݈全度評価をڞ有すること
ができるサーϏスです。また、ࢿ産データに基づきվ築
更新のࡒシミュレーション機能を備えており、౷合的
なアセットマωジϝントをサϙートします。
　さらに、料金管理、ࡒ務会計、ݻ定ࢿ産管理の機能を
有し、水道事業全体の経Ӧ管理との連携が可能です。

のໜ౨˺ಅૅੲ↖ئྵ≑≖

　̨ｋ̨͈̲̰́̿ｅ́の機能はアセットマωジϝント

≱≭≶
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ዬ࣯ዅ൦ （ఀ‽⁉⁅シリー⇠⅚‽⁉‽シリー⇠）

　ઋ台ࢢ水道ہとڞಉ開発を行いました。災害時にආ
場所となるֶߍなどのڅ水ڌで使
用いただく、「ҿみ水」のѻいにಛ化
した製品です。
˔水෦には、「ҿみ水」をѻうこと
　に配ྀしたృやϝッΩを施して
　います。
˔製造時に使用するグリスも/4'（ถ
Ӵ生基金）の基४に適Ԡしたもࠃ　
　のを使用しています。
˔水ݯをਝに発ݟできるよう、ඪ
　ࣝϙールや໓ライトをऔり付け
　可能です。
˔本体の৭やจࣈ、์水ޱのܘޱや
　֯度など、ご要にԠ͡てม更可
　能です。

࣯ࣖዅ൦ఀ（‽⁉• ）

すڅڙから、効よくॅ民にҿみ水をݯ水ખ等の水څ　
るために、੨ࢢ企業ہとڞಉ開発を行いました。
˔୭でも持ちӡべるようにܰྔ化を行いました。
　（約12LH）
෦は、工具をඞ要とし٭˔
　ないંりみ式で、広͛
　るだけで設置できます。
˔製品ಉ࢜を連݁させるこ
　とができ、一つの水ݯか
　ら多くのਓにڅ水が可能
　です。
˔水ખの種ྨは、使いやす
　い90 開˃ดレόー式や、一
　ൠ的なハンドルタイプな
　どをおબͼいただけます。
　、やੇ法のม更などܘޱ˔
　ご要にԠ͡てม更が可
　能です。

↚࠰• ⅛ᧉ∇ー⇑ー↖すݦᅈ↞ෞ້ఀ∝ዅ൦ఀのࡴ

↾↹ؔ→技術↖⅚ዬ࣯のライ⇻ラインᄩ̬の

↰のᙌԼをႆↆ↭ↆ⅛のɟᢿをↃኰʼↆ↭す⅛

ዬ࣯ዅ൦ဇዅ൦ （ఀ‿⁁⁄‟※⅚‿⁁⁄‟℁⅚‿⁁⁄‟℆）

　౦日本େ震災での課題をも
とにઋ台ࢢ水道ہとڞಉ開発
を行いました。
が上Լ2ϲ所あるたޱ水څ˔
　め、様々なタイプのڅ水ं
　に対Ԡ可能です。
˔上෦（M03-ᶠは上Լ෦す
　べて）のڅ水ޱがճ転可動
　式のため、スムーζにڅ水
　できます。また上෦څ水ޱ
　はճ転ൣғをҙの֯度に
　ௐ整でき、様々な設置場所
　に対Ԡ可能です。
˔上෦څ水ޱの高さ、ுりग़
　し෦分の長さ、本体の৭
　等、ご要にԠ͡てม更可
　能です。

҅߷鉄工
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・仙台市
・岩見沢市
・東京都
・横浜市
・高槻市
・神戸市
・広島市
・福岡市
・熊本市
　　　など

ℳ‒Ҿ൦›ɥଞݣሊ↚Ⅴ໗ᣠ⇒⇟දλᚨͳⅥ

【特ࣉ】

ガスを注ࢎ水にݪ　
入するQ)ௐ整設備です。
ྖ(適のQ࠷ॲ理をूڽ
Ҭで行うことにより、ڽ
ू・఼工ఔの効化を
図ることができます。

ℴ‒Ҿ൦のᐰൢⅹ↷↢Ꮲᨊӊ↚Ⅴብࣱ໗දλᚨͳⅥ

【特ࣉ】

　ค末活性をスラリーで注入す
る水質վળ設備です。
水中のΧϏषなどのҟषຯ物ݪ　
質およͼ༉脂ྨをค末活性で効
よくٵணআڈすることにより、
水質をվળすることができます。

ℵҾ൦のᐰൢⅹ↷↢ᕹᨊӊ↚Ⅴᢚή⇻∓ートᚨͳⅥ

【特ࣉ】

�����ஷ水、ため、ড়水施設�（఼、Ζա）�等の水面を෦
分ःޫすることによってྨの発生を੍する置です。
薬ࡎを用いͣに、水面の一෦をඞ要࠷小ݶःޫすること
により、水中の生ଶܥを破
壊せͣにྨのҟ常増৩を
੍しますので水質の安全
性が保たれます。動力を用
いないため、ҡ持管理が༰
易です。

ᐯの൦技術↖൦ᢊ࠼؏҄↚ᝡྂ

【会ᅈ概要】� � � �
　水道広Ҭ化でのڅڙエリア֦େにおいて、安全、安心、
安定に水道水をڅڙするための対ࡦとして、水質վળを
ご提案いたします。
ԘૉԼ、水、ྨཹ、水のҟषຯ、Q)上ঢݪ　
増৩等を解決でき、施設更新・整備計ըの࠷適化が可能
となります。
　クレハڥはಠ自のড়水ॲ理技術により、水道の広Ҭ
化に貢献いたします。

Ⅎ൦ᢊᚨ⅚管路のᏵ৮С↚

Ⅴ൦ᣠ҄⇑ルシ⇌ム≎໗ᣠ⇒⇟දλᚨͳⅥ

【特ࣉ】

　水ࢎ化Χルシムとࢎガスをซ用注入する水質վળ
設備です。
　水道水のアルΧリ度とΧルシム硬度が高まり、Q)
が�.5 ～ 8.0ఔ度にௐ整されることにより、配水管の
৯や水の発生がえられます。
　また、モルタルライニング管は中性化がえられます。

クレハؾ
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【൦ᢊのசஹ↚↓↙ⅿ⅚ク∂タのਪ】

　当ࣾは明2３࣏年（１８̕０年）の業以来、水道用ர
鉄管による近水道の整備など、らしとࣾ会に貢献して
まいりました。
　クϘタグループは、これまでにഓΘれた広いࣝと経験
に基づき、水道にؔする様々な製品・技術・サーϏスを提
新製品をご࠷してまいりました。今年は、̞̩̾技術やڙ
հし、具体的な課題解決ࡦをご提案いたします。水道を
औりרくڥのม化に的確に対Ԡすることで、これからも
お٬様の課題解決に貢献してまいります。
　᷂クϘタの΄か、᷂クϘタέミックス、クϘタڥサー
Ϗス᷂、᷂クϘタݐ設、᷂管૯研のグループ各ࣾのऔり組
みをごհいたします。

【⇟∄ート൦ᢊ工事シ⇟テム】Ⅰ∡ク∂タⅡ

　施工情報システムは、ス
マートフォンに、工事現場で
配管材料等の情報を入力する
ことで、継手νΣックシー
ト、工事日報、管ׂ図などの
管理ॻྨを自動作成できるシ
ステムです。本システムを用
いることで、水道工事におけ
る施工品質のҡ持と、日々の工事ऴྃ後に生͡る事務作業
がܰݮされ水道工事の生産性向上が期できます。

【ダクタイル鉄管の᭗ችࡇ↙ᎊࡇᚸ̖૾法のႆ】Ⅰ∡ク∂タⅡ

　ٺ化した水道管路の更新には更新ॱ位の優ઌ付けがॏ
要です。クϘタでは、これまでऩूした約̒ɼ０００݅の

ௐࠪデータを基に、ٺ度を࿙水事ނ（݅ʗ年ʗｋｍ）
として定ྔ的に評価できる高
ਫ਼度なٺ度評価方法を開発
しました。更新すべき管路を
ਫ਼度よくಛ定でき、更新後の
࿙水事ނのݮ効果を定ྔ
的にࢉग़できます。

【⇟クエ⇈⇡ラ∅⇩クᐏ↼ᢅᘺፗ】Ⅰ∡ク∂タⅡ

クϘλ独自のスクΤアܕບモジュールを用いたບΖա
置です。セラミックບは機械的強度と耐ຎ性に優れ
ているため、ӡ転中にଛইするڪれは、΄とんどありま
せん。スクエア型ບモジュールにより安定ӡ転が可能と
なるため、薬品ચড়コストをݮできます。ບモジュー
ルが小型かつܰྔであるため、औりѻいが༰易です。

【インター⇳⇩トᢒᨠႳᙻ∝ᚮૺシ⇟テム‒‽⁅※⁅】Ⅰ∡ク∂タⅡ

　̨̨̠̞はড়水場・ϙンプ場などの水道施設のࢹ・
断サーϏスをご提ڙするクラドシステムです。中ԝࢹ
置などの施設はෆ要で、１施設からಋ入できます。̥̘・ス
マホからࢹでき、月ֹ使用料も安価です。配水管のྲྀや
ྲྀ向、水圧などのリアルタイムデータをクラドマッϐング
「Ｗ̖ ̩̚ ̧̨ ʖ̘̻ ̾̈́ 」̳に表ࣔする
機能や、現場で手ܰにѻえる断置
「̨̨̠̞タブレット」など様々な機
能やデόイスを開発・ラインナップ
しています。

ク∂タ

……………………………………………………………………
ၥྜ䛫୍ぴ
䛆䞞クボタ䛇
本䚷䚷䚷社
䛈 556-860㻝䚷㜰ᗓ㜰ᕷᾉ㏿区ᩜὠ東 㻝 ┠ 2 ␒ 4㻣 ྕ
TEL.06-6648-2㻝㻝㻝
東京本社䚷
䛈 㻝04-830㻣䚷東京都୰ኸ区京ᶫ 2 ┠ 㻝 ␒ 3 ྕ䚷
TEL.03-3245-3㻝㻝㻝
URL䚷https://www.㼗㼡㼎㼛ta.㼏㼛.jp/

䛆クボタ⎔ቃ䝃䞊ビ䝇䞞䛇
本䚷䚷䚷社䚷䛈 㻝04-830㻣䚷東京都୰ኸ区京ᶫ 2 ┠ 㻝 ␒ 3 ྕ䚷
TEL.03-628㻝-99㻝0
URL䚷http://www.㼗㼡㼎㼛ta-㼗s㼗.㼏㼛.jp/

䛆䞞クボタ䜿䝭䝑ク䝇䛇
東京本社䚷䛈 㻝04-830㻣䚷東京都୰ኸ区京ᶫ 2 ┠ 㻝 ␒ 3 ྕ䚷
TEL.03-3245-3085
URL䚷https://www.㼗㼡㼎㼛ta-㼏hem㼕㼤.㼏㼛.jp/

䛆䞞クボタᘓタ䛇
本䚷䚷䚷社䚷䛈 556-860㻝䚷㜰ᕷᾉ㏿区ᩜὠ東 㻝 ┠ 2 ␒ 4㻣 ྕ䚷
TEL.06-4396-23㻝0
URL䚷http://www.㼗㼡㼎㼛ta-㼏㼛㼚st.㼏㼛.jp/

䛆䞞管⥲◊䛇
本䚷䚷䚷社䚷䛈 66㻝-856㻣䚷රᗜ┴ᑽᓮᕷ 㻝 ┠ 㻝 ␒ 㻝 ྕ䚷
TEL.06-64㻣0-6300
URL䚷http://www.wate㼏h.㼏㼛.jp/

【൦ᢊ事ಅᢃփのↃ੩క】Ⅰク∂タؾ⇛ー⇹⇟∡Ⅱ

　安全、持続、強靭な水道事業をकるクϘタグループのトー
タルサϙートで、お٬様のニーζにԊった解決ࡦを提ڙい
たします。近年、全ࠃ各地でେ
雨による災害がස発しており、
その対Ԡがٻめられています。
当ࣾはഉ水ϙンプ、Ϣニックं
等を配備して、災害対Ԡ力の強
化を図っています。

【൦ᢊዅ൦ဇ᭗݅ࡇ∃リエ⇧レン‣ᆔʚޖ管⅚‣ᆔ管⇼ルー】

Ⅰ∡ク∂タ⇗∅⇩ク⇟Ⅱ

　耐震性と長ण໋性に優れた『高密度ϙリエνレン樹脂
（̥̚１００）』を材料とし、従
来の　څ水管とಉ͡内外ੇܘ法
で、金ଐ継手のڞ用が可能な『水
道څ水用高密度ϙリエνレン
管』を製品化しました。日本水
道協会のೝ証ొをऔಘしてお
ります。

ᚨⅡⅠ∡ク∂タ【⇈⇔ー⇛ル⇶⇱∉】ࣄბↆ⇶ル⇼のೞᏡׅ

　水道管路において常に݈全な機能を保つためには、ό
ルブがਖ਼常に動作することがඞ要ෆ可ܽです。開์式仕
หの開ดૢ作機能のճ෮を図るϝιッドとして『Ϣニ
όーサルΪア』を提案いたします。『ϢニόーサルΪア』
はϝンテナン
スフリーで࣠
डけのݻணを
ࢭでき、短ೲ
期かつ経ࡁ的
に機能ճ෮が
期できます。

【൦ᢊᚨᚨͳ管ྸシ⇟テム（⁉″⁆‷⁄⁅‟⁘⁓⁕⁛⁞⁛⁛⁗）】Ⅰ∡管ዮ研Ⅱ

　Ｗ̖ ̩̚ ̧̨ ʖ̵̸̸̸̰̲̻̓ｅ͂ は、վਖ਼水道法の施設台ா義
務化に向けた、水道施設設備の図面・設備仕様・検
ʗम理情報等を効的に管理するシステムです。マッ
ϐングシステム
（Ｗ̧̨̖̩̚）
とも連動し、水道
施設設備のҡ持
管理を強力にサ
ϙートします。
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　また、όンドక付け後にดખ可能なため、ෆ断水で安
全に࿙水補मが行えます。水ൈきόルブは、エアーൈき
Ϙルトにม更可能です。

■᎑ᩗዌጂዒ

　耐震ઈԑ継手は、業界でॳめてϝΧニΧル合でઈԑ
性と耐震性を実現した、ダクタイルர鉄管とステンレス
管をϝΧニΧルで合できる継手です。コーテΟングに
よりઈԑを行い、3%L/のࢭ力をތります。ݶ界
モーϝントෛՙ時にもಋ通せͣ、短時間で施工可能͛ۂ
です。また、この耐震ઈԑ継手と৳ॖ可Ꭱ管を組み合Θ
せた、耐震ઈԑ継手付৳ॖ可Ꭱ管もラインナップしてお
ります。

��コスモ工機ג式会ࣾは業以来、ෆ断水工法のパイΦ
ニアとして、水道をは͡めとするライフラインをࢧえて
まいりました。ෆ断水で施工できるだけではなく、その
後の管理も考ྀした製品開発がまれております。
　こちらでは「フランジプロテクター」「継手プロテク
ター」「耐震ઈԑ継手」についてごհさせていただき
ます。

■⇻ランジ⇽∓テクター

　フランジプロテクターは、フランジ合෦の࿙水を્
するプロテクターです。パッΩン内ଂ型のため、従来ࢭ
型と比ֱし施工が༰易です。࿙水しているフランジにも
施工が可能です。

■ዒ⇽∓テクター

　継手プロテクターは、ダクタイルர鉄管合෦の࿙水
をࢭ水・補मするプロテクターです。
　水ൈきόルブを使用し、��施工時の水圧をಀしながら
όンドのక付けができるため、�施工が༰易です。

⇙⇟∈工ೞ

䝣䝷䞁䝆䝥䝻䝔クタ䞊

……………………………………………………………………
本社 ： 東京都 区す᪂ᶫ 3-9-5
TEL ： 03 （3435） 8805
URL ： https://www.㼏㼛sm㼛-㼗㼛㼗㼕.㼏㼛.jp/

⪏㟈⤯⦕⥅ᡭఙ⦰ྍᧉ管

⥅ᡭ䝥䝻䝔クタ䞊

≘≑൦ᢊ༿ᩓ܇᱅ெ⁷ϙჇજࢨ

　水道工事にಛ化したిࠇࢠ൘をࣸਅࡱӨ時に使用可
能ʂిࠇࢠ൘には情報ه機能があり、܁りฦし入力な
しにお使いできます。

≙≑ᣐ管ᛇኬの˺

　システム上で配管ৄࡉ図を作成することが可能ʂ
　今後は、̘̖Ｄग़力機能の実を༧定しています。

൦ᢊ管工事工管ྸシ⇟テム
（⁚⁗）⁓⁛‒⁕

■‒⁚⁗⁓⁛‒⁕ のɼ↙ೞᏡ

≔≑シ⇟テムទλの↮⁷ᄩⅺ↙⇛∃ート

　現在お使いデόイスにアプリをダンロードするだ
けなのでઐ用機ثはෆ要ʂ
　システム及ͼサーϏスに
ؔするઐの૭ޱを設けて
おりますので、安心してご
ར用いただけます。

≕≑ᣐ管日إ

　配管ৄࡉ図でهした管
路情報をもとに̥̘・スマ
ホで配管日報を作成ʂ
　使用した管材料や設Ԇ
長をू計してग़力すること
ができます。

≖≑ዒの⇧⇍⇩ク

　日本ダクタイル鉄管協会
の仕様に४ڌしたνΣック
リストを現場でهʂ

≗≑⇧⇍⇩クシート

　継手ごとにνΣックした
݁果をもとにாථのग़力が
可能ʂ

…………………………………………………………………
ၥ䛔ྜ䜟䛫ඛ ： 株式会社䚷栗本鐵工所䚷
䝟䜲䝥䝅䝇䝔䝮事業㒊䚷業務㒊䚷⏬䜾ル䞊䝥
TEL ： 06-6538-㻣64㻝䚷FAX ： 06-6538-㻣㻣52

ం本工

Ԡし、また高ग़力の圧ランプを࠾用しているため、ফ
අి力がۃめて小さいことがಛ長です。ྲྀྔにԠ͡て自
動でग़力ௐ整を行うこともでき、さらなるলエωを実現
します。লྩվਖ਼により地表水にも適用֦େされたࢵ外
線ॲ理技術は、あらΏる可能性の中で新たな時を築き
あ͛ようとしています。

ከٳዴༀݧᘺፗの特長

˔圧ࢵ外線ランプを使用しランプ本数がগなくݐ設
　අ、ҡ持管理අが安価
˔ྲྀྔにԠ͡た自動ௐޫ機能（ग़力ௐ整）によりলエω
　を実現
˔設備がコンパクト

ከٳዴༀݧᘺፗ

ᙌԼ∝シ⇟テムの概要

　まもなく設立１００प年をܴえるࡾ機工業は、産官ֶ
のڞಉ研究プロジΣクトであるM"$ 2１（ບར用型新
ড়水システム開発研究）に始まり、長年にってບΖա
法の性能向上にめてきました。水道ݪ水に含まれるク
リプトスϙリジムやジアルジアなどのපݪ性ݪ対ࡦ
に注力してまいりましたが、新たな技術として平成22
年１０月には、ࢵ外線রࣹ置+83$基४適合ೝ定にࢸ
りました（全機種ೝ定औಘ）。
　ฐࣾのࢵ外線ॲ理置は、１台で̑万ὗ（１日あたり）
をॲ理することができ、େ規模かつ広ൣなॲ理水ྔに対

ɤೞ工ಅ

……………………………………………………………………
⎔ቃ䝅䝇䝔䝮事業㒊 ： ⚄ዉᕝ┴ᕷ୰ኸᯘ㛫 㻣-㻝0-㻝
TEL.046-2㻝㻝-2㻝44
https://www.sa㼚㼗㼕.㼏㼛.jp/

ᐇ⣡ධ⌧ሙ䛾タ⨨事

　当ࣾが提案するྑいҪށはサーフΣスέーシング、ス
ーパースクリーン・デイジー、Ҫށέーシング用全自動
༹機、ಠ自ブレンドのॆర࠭ར、パーシϟルサージン
グによる仕上͛工法により実現しており、お٬様の引
きし݅は高性能࠭分セパレータを使用して༲࠭ྔ
をਖ਼確に計ଌし、༲࠭ྔ１NH�-�以Լを理想としており
ます。

…………………………………………………………………

本社 ： 東京都ရᕝ区す田㻣-20-㻝㻝

TEL ： 03 （349㻝） 39㻝㻝

URL ： http://www.sa㼚㼗㼥㼛-㼗㼛g㼥㼛.㼏㼛.jp

ドーナ⇪ドリル工法

　ドーナツドリル工法とは、ݹҪށの外प（ॆర࠭ར）
をドーナツ状に掘さくして、έーシングパイプ、スクリ
ーン、ॆర࠭ར等、Ҫށの構造体すべてをそっくり引き
ൈき、まるごと入れସえてしまう当ࣾಠ自の工法です。
また、ドーナツドリル工法では「࠭のग़ないҪށ」や「༲
水ྔのճ෮」等多くのϝリットをもたらします。全な
機能ճ෮が期できないվम工事を܁りฦし行う一時的
な対ࡦとҧい、ൈ本的な解決ࡦです。

Ⅲドーナ⇪ドリル工法の∇リ⇩トⅣ
■の≔

⅙ʟৎのನᡯ˳を↭るↃ↗ࡽⅼ৷ⅼ⅚ᑣⅳʟৎのನᡯ↚

ᡯ↹ஆⅷるↂ↗ⅻ↖ⅼ↭す

■の≕

ᚨͳⅻの↭↭̅ⅷ↭す↳עם⅙

　用地はもとより用水設備、ి気設備、ಋ水管もطଘの
ものが࠶ར用できます。

■の≖

⅙ᢃ᠃ኺᝲⅻራኖ↖ⅼ↭す

　࠭のग़ないྑいҪށを持つことにより、管理や設備ෛ
୲もݮり、ӡ転経අのઅ約につながります。

ɤ協工ಅ
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⇻ランジレ⇟∇タルシートˁЏࡰ

■‒ՠԼの特長

　+88" # 1�� 水道用μクλイルரమ（ϝλルシート）
หを各छரమにフした、ϝλルシートڌหに準
ランジϨスで合することが可能です。
̥・ரమには̜�-JOLܗ9)　 �-JOLを、̣ छは̚ܗ4
/�-JOLを、̠ 用することԡྠをࢭரమにはܗ
で、࿏のੑを向্することができます。
˔内֎面にΤポΩシथࢷค体ృを施し、ห・Ωϟップ・
　కϘルトにステンϨスを用することで、ߴいੑٱ
　と৯ੑを実現しました。
　ಛにΩϟップは、開ดثのૢ࡞によるృണがれ、ࡺの
　発ੜをࢭします。
˔ԖϨスಔ合金ビϫライト（C"C�11）をห࠲とめͶじこ
　まに࠾用しました。
˔थࢷスラストϕアリングにより開ดૢ࡞がスムーζ
　にߦえます。
దなϝ࠷ೱ度Ԙૉによるΰムのྼ化が心な࿏にߴ˔
　λルシートߏです。
˔（ެ社）本水道ڠ会ࠪݕһ様ཱͪ合いのもと、+88" 
　# 1�0 水道用ιフトシールห(9ܧܗखのੑ能ݧࢼ
　を、྆ૠしޱに(9ܗμクλイルரమP�-JOL、(�-JOL
　を合して実施し、合֨しております。（දݺͼܘに
　て実施）

ฌ൦工ಅ

……………………………………………………………………
ၥ䛔ྜ䜟䛫ඛ
本社 䞉 工ሙ䚷㈡┴ᙪ᰿ᕷᴌ町 250 ␒ᆅ䚷
                   TEL.0㻣49-25-2550䚷
東京Ⴀ業所䚷東京都୰ኸ区日本ᶫேᙧ町 㻝-5-㻝3 㻿TR ビ 5F
䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷 TEL.03-3662-4266䚷
㜰Ⴀ業所䚷㜰ᗓ㜰ᕷす区᪂町 4 ┠ 㻝2 ␒ 8 ྕ䚷
                   TEL.06-6536-6430䚷
ᗈᓥႠ業所䚷ᗈᓥ┴ᗈᓥᕷ୰区⯚ධ本町 㻝㻝-4䚷 
                   TEL.082-234-8㻝30
㼃e㼎 㻼age https://www.sh㼕m㼕㼦㼡㼗㼛g㼥㼛.㼏㼛.jp

䃥㻣5䟚 䌦 300䟚䜢䝷䜲䞁䜰䝑䝥

ࡰዬ࣯ᢚૺμᩓเܦ
（ド∓ー⇶ル⇼⅙Ｄ≎⊏⊄⊚）

　配水やஷ水タンクの
ྲྀग़管等に設置し、地震
や事ނで破ଛした管路か
ら水が無੍ݶにྲྀग़する
事ଶを͙ことにより、
地崩れなどの二次災害も
ະ然にࢭします。

μᩓเܦ⅍

　機械式の地震ײ置（ΩϟットフΟッシュ）及ͼྲྀ
　ײ置（フローフラップ）をࡌし、無ిڥݯ
　Լにおける自動作動を実現しました。
⅍ܾତ↙ዬ࣯ᢚૺவˑ（≤≱ＤӍ↞≲Ｒ૾ࡸ）の٭更

　お٬様のӡ用ঢ়گに合わせ、地ײ・ྲྀײによ
　るห࡞ಈ݅の変ߋを、設置ޙでも現地にてߦうこと
　が可能です。

˞̖̣̙方式 （地・過ྲྀの྆方をײし、หが࡞ಈ）
　　̧̤方式 （地ຢは過ྲྀのいͣれか一方をײし、
　　หが࡞ಈ）
⅍⇙ンパクト˯μ᭗

エイトを2本のアームでࢧえる構造により、全開ଆ
　（機状ଶ）ではห࣠ਊより࠷短位置にて全高をく
　えよりコンパクトに、全ดଆでは࠷長の位置でエ
　ॏྔを効よくόルブにえดࢭします。
˺દ࠙ࣄ⅍

　ハンドルૢ作で全開にすることにより、エイトが
機状ଶにるとಉ時にײ置も෮ؼします。

∄ル⇧ト⇩⇽ハ⇩ト⁀‷⁁
（ထࡸӝ˄࣯ᡮᆰൢࡰ）

　業界一のコンパクトサ
イζでありながら、本体
内෦にொ式ޱ金を内ଂ
しており、工具ෆ要の簡
単ૢ作で空気ห෦をऔり
外すと、ଈ࠲にԠڅٸ水
やચ管作業、水圧ଌ定、
管内ௐࠪ等、多様な用్
に活用できます。

⅍≕本レ⇶ーのቇҥદ˺↗≖െ᨞のܤμನᡯ

　分解はࠨӈ2本のレόーを解আするのみ。ロック時は
　レόーのプランジϟによるݻ定のଞ、Χόーによる被
　覆、水圧による自動ロックと３ஈ֊の安全対ࡦを࠾用。
⅍ቇҥן৷ⅼ˺ಅ

　όルブ内の圧を本体࠷上෦の圧ൈきϘタンϫン
　プッシュでൈくことができます。
⅍ಅမ≔の⇙ンパクト⇛イ⇠

　高さ１̓ᶲ、ॏさ̕ᶵの小ささでありながら、水道用
。空気หの性能をຬ足していますٸ　
⅍᎑ʁࣱ

　主要෦材の材質はステンレス化しており、耐ٱ性にも
優れています。

ฌ൦工
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【新技術】

　複数箇所でಉ時に進められる管路設工事の管理を効
的に行うために、४ఱӴシステムlみちͼきzをར
用した*5施工管理システムを開発しました。本システム
では、ࠩޡ数DNఔ度でଌ位が可能な४ఱӴଌ位シ
ステムをར用して、施工現場における管継手のଐ性情報
（管種・ܘޱ・ը૾データを含Ή続時の各種品質情報
等）と３次元位置情報を、管設とಉ時にタブレット端
末（ిࢠாථ）入力およͼड信アンテナを通͡てクラ
ドサーόー上に保ଘします。これらのデータを現場事務
所（基४ہ）に設置した(*4（位置情報システム）上で
ల開することで、進ḿ状گや品質情報の管理をリアルタ
イムで行うことができます。これらの情報は、設計・施
工を୲当するڞಉ企業体だけでなく、施主である水道事
業体においてもリアルタイムでڞ有でき、さらに工時
にはマッϐングシステム用ిࢠ台ாデータとしてそのま
まྲྀ用できるため、以後の管路施設ҡ持管理に役立てる
ことができます。

　+'&エンジニアリングは、新技術を用いて管路更新事
業をࢧԉして参ります。

ኢの管路‶‴事ಅをૅⅷるٻϋஇ‒⃬‒‒‒‒
‒⅙⅙⅙⅙⅙⅙⅙工ऴإ管ྸシ⇟テム‒⃬

　2019年、当ࣾを表企業とするڞಉ企業体はࠃ内࠷
େ規模の管路%#事業である「ԏࢢ・ଜૹ配水管整
備事業」	新ׁݝ
をड注し、現在設計ならͼに施工業務
をॱௐに進めています。本事業はެื型プロϙーザル方
式で行Θれたことから、ެืஈ֊で提案した施工管理や
の設計・施ࡍ地Ҭに配ྀした様々な技術が現在実・ڥ
工現場でల開されています。

【事ಅ概要】

　新ׁݝԏࢢとଜでは、ڞಉড়水場施設࠶構築事業
を進めており、̐箇所に分ࢄするط設ড়水場をഇࢭし、
౷合ড়水場を新設する計ըです。本事業は、新設༧定の
౷合ড়水場とط設ড়水場（配水場にม更༧定）等連བྷ
する全̐ルート、૯Ԇ長22LNにおよぶૹ配水管の設計・
施工を一括して̑年で実施するものです。

‼‸‷エンジ⇱⇈リン⇖
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工管ྸシ⇟テム⁅※⅙≔
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の信པ性と現場間੍ޚ方式をมえること無く、確実な
59Pہ（ড়水場）˱59Pہࢠ間	配水
の੍ޚを行う
ことがग़来ます。
　このように高い信པ性、高い൚用性を持ちながらも従
来の/55ઐ用ճ線よりランニングコストがԼがるので、
ಛに施設が多い自࣏体様ではຖ月のランニングコスト
。のお役に立ちますݮ

　情報蓄積型端末59PはEPDPNP4(ճ線をར用し、万が
一のి波ো害やデータセンターのϝンテナンス時にデー
タがૹ信ग़来ないような場合でも、端末内に1ϲ月間以
上のデータを蓄積する事が可能で、システムো害にも対
Ԡした端末です。
　質問としてよく「テレϝータのΘりにEPDPNP4(ճ
線を使った੍ޚの信པ性はେৎなのかʁ」とฉかれる
ことがありますが、੍ޚについては情報蓄積型端末59P
はデータセンターをհさͣに59Pہ（ড়水場）˱59P

配水	間ہࢠだけの通信が可能です。その事で今まで

シンク∝エンジ⇱⇈リン⇖
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【⇟イ⇐ー‒ϋለӒࡸݧከٳዴϼྸᘺፗ】

めることでরࣹޫߴઢࣹを֎ࢵઢরࣹ૧内の֎ࢵ　
を有ޮ活用し、従来とൺֱし、େ෯なޮߴ化、省ిྗ
化をୡしたࢵ֎ઢॲཧ置です。

【⇟イ⇐ー‒ハイ⇼リ⇩ド‸⁄⁂∅⇓⇛∝⇻∓⇓∋レータ】

　ϋイブリッυ'3Pとは、ૉણҡを利用し、従来の߯ߏ
（部）のସとして利用可能な新ૉࡐです。ܰྔで
৯ੑと強度に
༏れており、  ミ
Ωサ・フϩΩϡ
Ϩーλのओ要ࡐ
料として࠾用し
ています。ൢച
実績は450台を
えるロング
セラー製品で
す。

【⇟イ⇐ー⅙⇧⇍ーンཏࡸࡽ൲ථ⩡݃ೞ】

　従来のリンクϕルト方式やϩープݗҾ式とはҟなるԚ
టૡػدです。 シンプルなߏでߴいੑがあり、 施
ۥしもগなく、 様々な期間のॖが可能です。 ૡき
体ܗঢ়の対応が可能です。

【⇟イ⇐ー‒᭗ૺ༏∃リエ⇧レンタンク】

高耐ٱ性と高断熱性を݉Ͷ備え、評をいている
高断熱ϙリエνレンタンクが、ଆนを耐ٱ性に優れる
仕様に౷一し、よ
り強靭なタンク
としてリニュー
アルします。�ൢ
ച実績は1�0台を
え、薬品ஷଂ
૧のこれからの
スタンダード製
品です。

…………………………………………………………………
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൦ᢊೞ工

⇙ンパクトᚨᚘ↳Ⴞ∇ンテ↙↘をܱྵↆ
‒൦ᐏシ⇟テム

【シ⇟テムの概要】

　全ࠃの多くのড়水場が設備の更新時期をܴえる中、よ
り簡易なӡ転管理実現のための設備の複雑化・ྑ質なড়
水をಘるための高度ॲ理技術ಋ入で、従来よりも多くの
用地がඞ要となってきています。しかし、地の੍約に
より用地औಘがࠔな場合が多く、ݶられた用地の中で
ྑ質な水を作ることがඞ要とされています。
　当ࣾのড়水ບシステムはコンパクトな設計のためݶら
れた用地でྑ質なড়水をಘることができ、さらに自動ӡ
転によるলϝンテを実現しました。
　ບの形状はू積効の高い中空ࢳ型を࠾用し、ྩ和３
年̕月に̛̪ບΖա置でެӹࡒ団法ਓ水道技術研究セ
ンターよりড়水用設備等技術ೝ定をऔಘしました。

【シ⇟テムの特長】

∝‒⇙ンパクトᚨᚘ

　ບॲ理システム本体はΩューϏクル内に配置しており、
　コンパクトでྼ化もࢭでき、൜面でも安心です。
∝‒≸≩∝Ｒ≲ᐏ↚↱ࣖݣ

　安全で質の高いড়水が可能です。
∝‒ᢒᨠႳᙻ

　ԕִૢ作システムにより水質とシステムを24時間
。しますࢭしており、ҟ常発生時には自動ఀࢹ　
∝‒ᚨፗᝲဇの˯ถ

　ΩューϏクル設計のため、用地औಘやݐ設工事のඅ用
　がେ幅に削ݮ可能です。また、༌ૹ設置も༰易です。

ↆ൦ឋ∝൦ᢊ૰Ъถܭܤ‒∝

　ෑ地内の地Լ水をར用することで水質ม動がগなく安
　定して水質管理が行うことができ、水道料金も削ݮす
　ることができます。さらに、非常用発ి置を設置す
　ることで災害対ࡦの設備にもなります。

……………………………………………………………………
東京都ရᕝ区す田 㻣-㻝0-4
TEL ： 03㻔6㻣3㻣㻕2㻣28
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˰Ӑೞエン⇶イ∓∇ント
⅐‶‵⁈（ダイ∌ー∝⇙ンパクト∝⇶ル⇼）の特ࣉ

①小型・ܰྔ設計のため、লスペースで作業中やຒ設後
　の配管のෛ୲がݮらせます。
②管内のྲྀ体に動きがあってもࢭめることができます。
③ౚ݁工法と%$7工法など用్に合Θせて組み合Θせが
　可能。
④施工後にࢭ水がඞ要な場合は、フランジ෦分まで掘削
　することで࠶度ࢭ水できます。

…………………………………………………………………

本社 ： ᇸ⋢┴ᕝཱྀᕷᮌ᭮࿅㻣-㻝
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џ⇻リー⇠↞৷፭のٻ��　　　　
↖щ↗Ӳᆔɧૺ൦工法ࣖݣ‒⅙⅙⅙
‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒ᘑの൦をܣ↹↭す≆

⅐ϵኽ工法の特ࣉ

①ౚ݁した෦分は一時的にόルブのΘりとしてར用で
　き、配管上にԿもりません。�
②断水エ事にかかる時間を短ॖすることができます。�
③ҟ形管	ۂ管等
でもౚ݁が可能。
④フランジ付5ࣈ管のट෦をౚ݁することでফՐખや空
　気หをަできます。

⇠џ⇻リーٻ

″•‧…ᚨஆⅷ↳Џ↹ׅↆの↰のɟႎ↙ഥ൦↚இᢘ‒‒ϵኽ工法ࠋ

ଏᚨ管ગӊ

‶‵⁈․••″
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Ўޟᢿ൦ʖ᧸φ
　分ذ෦࿙水༧金具は、߯管の分ذ管ࠜ元෦分から発
生する࿙水をະ然に͗、補強するための製品です。ژ
ࢢ上Լ水道ہ様とのڞಉ開発により製品化にࢸりまし
た。図１のように補मห、空気หが設置されている̩ࣈ
管の分ذ管ࠜ元෦分から発生する࿙水事例は多くあり、
൚用の࿙水補म材で対Ԡできないという課題が従来から
ありました。このような場合、߯製材料を༹設置して
覆い込Ή方法で対Ԡしており、෮چに時間を要しており
ました。
　本製品では、༹ෆ要のϝΧニΧル式で分ذ管ࠜ元෦
分を覆うことができるので安全に短時間でऔり付けるこ
とができ、コンパクトな作りとなっています。ক来的に
࿙水がݒ೦される箇所事લに設置しておくことで࿙水
対ԠにΘれることがなくなります。
　構成材料は、分ذ管ࠜ元෦分を覆う2つׂれのࢭ水
パッΩン付き本体と本管ݻ定用όンド、分ذえ金具
の３です（ࣸਅ１参র）。これらの材料は現地でのパッ
Ωンணなどもෆ要であり、一ਓで持ち込み、Ϙルト・
ナットをకめ付けるだけで簡単にऔり付けができま
す。また、分ذ管ࠜ元෦分が本管から分してもൈけ
ग़さないよう保ޢする分ذえ金具を備えており、耐
৯性と外؍を考ྀしたエϙΩシ樹脂ค体ృ品である
もಛ長です。
　事લ設置による補म、補強を的としていますが、も
ちΖん࿙水時の補म材としてもごར用ける製品です。
水道研究発表会の論จूにて本製品をごհࠃ年の全ࡢ

してから水管ڮ分ذ෦の補मにؔするごґཔをいてお
り、ニーζにおԠえできる製品であると実ײしておりま
す。今後はサイζを増やして多くのごґཔに対Ԡしてい
きます。
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分岐抑え金具

パッキン付き本体固定バンド

ೞ工ٻ

‒‒నช管Ӽↀ᎑ᩗࣱᥟ管ዒ（๋レ⇟ዒ）

నช管Ӽↀ๋レ⇟᎑ᩗࣱᥟ管ዒ

Ⅶ⁆″‽‟⁆⁅‼‟‷⁄Ⅷ
　近年増加向にある自然災害に対する対ࡦ「災・ݮ災、
等、上Լ水道インフ「ࡦ強㔸化のための̑か年加化対ࠃ
ラ強靭化に向けたऔり組みが行Θれており、ྩ和元年度の全
の耐震適合性のある基幹管路のׂ合はࠃ ０̐ɽ̕ ˋにཹまっ
ていますが、ྩ 和̓年度には̑ ̐̀ が達成ඪとされています。
　新たに開発した『̩̟̚-̧̚型継手』は、ڮྊఴՍ෦
のૹ配水管路に使用される༹߯管にସΘり、「༹߯
管とಉ等以上の継手強度」を備え、作業者の༹技ྔに
ґଘすること無く、簡単かつ確実に続可能なϝΧニΧ
ル形式の耐震性߯管継手となります。
　水道設以来、今後ӹ々増加向にあるٺ管路の更
新およͼ耐震化のध要増加をഎܠに、現地༹工法の技
術者ෆ足・༹෦品質確保・水道管路の長期耐ٱ性確保
の課題解決に向け、製品の֓要やಛ長についてごհ
いたします。

【ᙌԼ概要ⅹ↷↢特ࣉ】

　本製品はେきく分けて、डޱと挿しݻ、ޱ定用のロッ
クόンドで構成されています。ϝΧニΧル形式の継手に
より、現地での༹およͼ品質検ࠪがෆ要であるため、
配管施工時のେ幅なল力化が実現可能となります。
　ಛとしては、①༹߯管とಉ等以上の継手強度、②
続が༰易で配管続の作業時間をେ幅短ॖ、③ࢭ水性、
耐ٱ性に優れたセルフシール構造のΰムパッΩン、④ス
テンレス製のため期ण໋の長期化が可能となります。

【ᅕৎܖٻܖٻᨈ↗のσӷ研究】

̩̟̚-̧̚型継手の開発にい、ڮྊと߯管継手を
有するఴՍ管のモデル化による地震Ԡ解ੳの研究を、
ਆށେֶେֶӃとのڞಉ研究にて進めています。今ճ
開発した̩̟̚-̧̚型継手の強度は、レベル2地震動
の時ྺࠁ地震Ԡ解ੳにより、継手の作用外力と̩̟̚-
̧̚型継手の性能を比ֱরࠪした݁果、一ൠ的な߶ࢧঝ、
ΰムࢧঝのڮྊఴՍ管の地震Ԡ解ੳより、現行の設計
方法による金物、৳ॖ継手、継手配置では、地震波動に
よるԠは小さく、今ճ新たに開発した̩̟̚-̧̚型
継手の性能は十分安全であることが確ೝできました。今
後はさらに現設計手法に৳ॖ継手の性能評価等の検౼を
加え、よりৄࡉな݅による解ੳを行い、ਫ਼度を向上さ
せ、ڮྊఴՍ管継手にٻめられる耐震基४の確立を行い、
ܰྔかつ施工性・耐ٱ性・安全性に優れた̩̟̚ - ̧̚
型継手の開発により、水道施設の耐震化の貢献を指
します。
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⇟ータ∂⇩ク∇ࡸဇ∝ᙐܡ˰ᨼӳޖ˯
Ⅴク∕ト∓Ⅵシリー⇠

【概⅙要】
� � �『クϫトロ』とは࠷େ̐ݸのྔ水ثをͻとつのϝータ
Ϙックス内にऩೲできるג式会ࣾタブν製のϘックス
一体型ϝータϢニットです。
　ू合ॅのϝータϘックスの設置スペースは、ډ
ॅスペースをより広く設計するため、常にলスペース化
がٻめられており、そのニーζにԠえるべく、１つの
ϝータϘックス内に࠷େ̐ੈଳ分のࢭ水ખ・ࢭٯหを
セットし、ྔ水ثをऩೲ可能とした複式ϝータϘックス
『クϫトロ』の品開発を行うことで、
設置スペースをେ幅に削ݮしました。

【特⅙長】

　例えば、８ੈଳのू合ॅであれば、『ク
ϫトロ』̥̐を2ݸ設置するだけでࡁみ、
従来の８ݸのϝータϘックスを設置する
場合に比べ、設置スペースは約１ʗ̑とল
スペース化を図れます。
　また、１つのϘックスに࠷େ̐ݸのྔ
水ثをऩೲすることで、１Χ所でのू中
検針が可能となり、検針作業者のෛ୲を
。できるようにしましたݮܰ
　さらに、掘削作業、水平レベルग़し作
業、ຒめしやタイルషりの作業がܰݮ
でき、施工時にもϝリットがあります。
作業性だけでなくݐ物पりのඒ؍性も向

上できるため、多数のハスϝーΧーからઈେなࢧ持を
ಘています。
　現在は౦ژをは͡め、多くの水道事業体で࠾用され
ており評いただいていますが、設置状گによっては以
Լのニーζがでてきました。
　Ϙックスがர鉄製でॏྔがॏく、ܰྔ化をٻめるが
多かったため、Ϙックスを樹脂化し、ॏྔをர鉄製の約
１ʗ３とେ幅なܰྔ化を行うとಉ時に、ҡ持管理の面か
ら、各水道事業体にて࠾用されているࢭ水ખをそのまま
使用できるようにし、設置後のٸۓの対Ԡも行い易くし
ました。
　今年、2次ଆをԘϏιέットと一体化し、さらにলス
ペース・ল施工が可能な「クϫトロᶘ」を品化し、高
評価をいただいています。
　クϫトロは、ࢢ場のニーζにԠえ進化する新しい品
です。

…………………………………………………………………………………………
ၥ䛔ྜ䜟䛫ඛ ： 株式会社 タ䝤䝏䚷䝉䞊ル䝇䝉䞁タ䞊
䛈 54㻣-0023䚷㜰ᕷᖹ㔝区⎩◚南 2-㻝-56
TEL:0㻝20-48㻝-㻝30䚷FAX:06-6㻣08-680㻝

タ⇼⇧

൦ᢊ事ಅのਤዓ↚
ᝡྂするᙌԼ∝
技術⅚⇛ー⇹⇟

紙上紹介
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‒※‒‵‒⁆‡≤‒※‒ဇ技術
■概⅙要

　月ౡ機械グループの�『*̘5�̖*活用技術』では、̖*を
含Ή*̘5技術を活用したιリューションを水道事業に提
。கしますڙ

１õ��*̾5を活用したツールをベースにした業務効化ι
　　リューションや̖*を含Ή解ੳ技術・高度੍ޚ技術を
　　活用し、設備の自動化や安定化ιリューションを提�
。しますڙ　　
2õ�ը૾や時ྻܥデータの解ੳによるノハの可ࢹ
　　化・自動化技術（̖*）を提ڙします。
３õ�スマートグラス・現場ήージ自動ಡऔΧϝラ・ドロー
　���ンの活用による効化・লਓ化を提案します。

■特⅙ࣉ

˔スマートグラスや現場ήージ自動ಡऔΧϝラなどの�
　*̾5を活用した現場作業や検の効化による、লਓ
　化が実現ग़来ます。⅚‣≕Ӌༀ。

˔ドローンにより高所ݸݥة�所検の安全確保と効
　化を実現できます。‥Ӌༀ。

˔̖*モデル（աڈのӡ転実績）等の時ྻܥデータやը
　૾データの解ੳによる設備の自動化やノハの可ࢹ
　化およͼ、লエω化また、ނোの༧ஹ検等を実現し、
　ノハの可ࢹ化やシステムιリューションを提ڙし
　ます。…Ӌༀ。

உೞ⇖ルー⇽
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本社 ： 東京都୰ኸ区ᬕᾏ 3-5-㻝 
T E L : 03㻔5560㻕6530
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ճでચড়可能⑥短工期かつ経ࡁ的ᶉಛघアイスシϟー
ベットはਓ体に無害でڥにもやさしい

【ↂ⇂↙ⅹप↮をᚐൿↆ↭す】

˔水道水水問題
˔長時間施設をఀࢭできない
˔経年ྼ化した管路を安全に
　ચড়したい
˔ຒ設管なので٧まるリスク
　がෆ安
˔Ԛれのଯ積による通水ྲྀྔ
　のԼ�等

ℴ‒ʻࢸの事ಅޒ↙↘

　日本では「水道管の長期間の使用による水発生」や
「水ݯに༝来する水道水の水質のѱ化」が発生していま
す。これら問題解決の手法として「管路更新作業」がස
ൟに行Θれてきました。更新作業は高ֹでありසൟに行
う事は地Ҭの水道事業にେきなඅ用的なෛ୲となりま
す。
　アイスϐグચড়による水問題の解決は、水道事業
体のライフサイクルコストݮにつな͛る事が可能で
す。日本全ࠃでの事業ల開を今後も実施していきます。
…………………………………………………………………

本社 ： 東京都᪂ᐟ区ᅄ㇂2-㻝0-3 T㻹㻿ビル

TEL ： 03 （3355） 㻝53㻝

URL ： https://www.t㼛a-g.㼏㼛.jp/

⇈イ⇟⇺⇖管ϋඹ工法

ⅱ↸↵る࢟ཞのパイ⇽を൧↖ඹ

Ⅎ‒技術∝ᙌԼ∝⇛ー⇹⇟の概要

　本技術はಛघアイス
シϟーベットで配管内
に付ணしたḊやόイ
ΦフΟルムなどのԚれ
をམとし、ଯ積したᇄ
雑物をแみ込んでൖૹ
し、管外ഉग़するը期
的なચ管工法です。スラリー状のアイスϐグは配管のۂ
がりや管ܘのม化にも自在に従できるため、安定的な
ચড়ができ、٧まる心配がなく、長ڑのચড়を可能
とします。また、水と৯Ԙで製造するಛघアイスシϟー
ベットはڥにやさしくਓ体にも無害です。2019年に
は「第３ճインフラϝンテナンスେ優ल（ް生࿑ಇ
ল）」もडしました。
【ᢘဇ】①圧力管路であればચড়する管の種ྨは問いま
せん②適用ܘޱは50NN以上500NN以Լ（500NNを
える場合は要検౼）③管路にಛघアイスシϟーベット
を注入、ഉग़するための空気หやফՐખなどの設備があ
ること④ಛघアイスシϟーベットの༌ૹ時間と注入時
間の合計が、ݪଇ̐時間以内であること

ℳ‒技術∝ᙌԼ∝⇛ー⇹⇟の特ݰ⅚ࣉλの∇リ⇩ト

【特ࣉ】①管นをইめません②෬ӽ෦にཷまったᇄ雑物
もらͣ管外ഉग़③ۂがりや管ܘม化にも自在に
従④ණなので٧まることがありません⑤長ڑでも一

ிʣ⇖ラ⇌ト工ಅ

≉Ṧ䜰䜲䝇䝅䝱䞊䝧䝑䝖

⅙⅙⅙ඹЭ⅙⅙⅙⅙⅙⅙⅙⅙⅙ඹࢸ

Ⴘᙻᄩᛐ⇛ン⇽ル



㹝⸨ד୰ᖙѕᖯᕼᓉử⦹㹞㹧㹥㹧１㹝ؓਝ㹨㹞１１ᖙ㹧㹧ᓉ㹝ᖙᕼᓉ㹞第５５４１号 （䠍䠐）第３種郵便物認可 特 　集

に「みや͗型管理ӡӦ方式ಋ入可能性等ௐࠪ」、平成29
～ 30年度に「上工Լ水デューデリジΣンスௐࠪ」が実
施された。ྩ和元年度には「みや͗型管理ӡӦ方式ެڞ
施設等ӡӦݖ設定ࢧԉ業務」（2Χ年業務）が発注され
て事業者બ定作業がなされ、ྩ和３年３月に優ઌަবݖ
者がબ定された。現在、ྩ和̐年̐月の事業開始に向け
て४備が進められている。

　当ࣾは、平成29年度からྩ和2年度にかけて、લड़
の2つのௐࠪ業務ฒͼにࢧԉ業務に技術アドόイザーと
して参ըし、技術的ࢿ料の作成や検౼ฒͼにアドόイス
等を行った。この経験を活かし、発注者ଆに立った種々
の官民連携業務に積ۃ的にऔり組んでいくとともに、状
によっては民間事業者ଆに立って、官民連携事業の円گ
滑なਪ進にد༩していく方針である。

の˂のɼ↙ಅѦܱጚ

∝ⅤᅸဋჄჄ҅עғ࠼؏൲ථϼྸ事ಅ↚̞るႆදૅੲಅ

⅙Ѧ（․ ․ࡇ࠰）Ⅵ（ᅸဋჄ）㤊ࡇ࠰

∝Ⅴဍޛ൦ئ᎑ᩗ҄ؕ本ᚘဒӏ↢ܫൟᡲઃݰλӧᏡࣱ

⅙ᛦ௹ಅѦۀᚠⅥ（‥•ࡇ࠰㤊ˋԧΨࡇ࠰）Ⅵ（ۈ路ࠊ）

∝Ⅴி߷ע߃ғේ൦ݣሊ↚ˤⅵ事ಅ法౨᚛ӏ↢事ಅᎍ

⅙ᢠૅܭੲಅѦ（ˋԧΨࡇ࠰）Ⅵ（ᅕৎࠊ）

   ⁂⁂⁂᧙ᡲ事ಅ↧のӕ↹ኵ↮
   㢁㢁‒ܷ؉Ⴤɥ工ɦ൦ɟ˳ܫൟᡲઃᢃփ事ಅ

‒‒‒（↮↳ⅽ管ྸᢃփ૾ࡸ）のᛦ௹ಅѦɳ↢↚

‒‒⅙⅙⅙⅙⅙⅙⅙⅙⅙⅙⅙‒ ‒ૅੲಅѦ↧のӋဒ㢁㢁

上工Լ水一体官民連携ӡӦ事業（みや͗型管ݝٶ　
理ӡӦ方式）は、ٶݝがӡӦする上水・工水・Լ水
の３事業のうち、「2つの水道用水څڙ事業、３つの工
業用水道事業、̐つのྲྀҬԼ水道事業」の合Θせて̕
事業を対としたެڞ施設等ӡӦ事業（コンセッショ
ン方式）である。ӡӦݖ設定対施設は、管路をআいた、
ড়水場・Լ水ॲ理場・ϙンプ場等である。

　ಛとしては、上水・工水・Լ水の３事業をଋͶた
事業ฒڅڙ施設等ӡӦ事業であること、水道用水ڞެ
ͼにྲྀҬԼ水道事業を対とした事業としてはॳめて
であること、平成30年12月に水道法վਖ਼によって新た
に設けられた水道法第24の̐「水道施設ӡӦݖの設
定のڐ可」の߲のॳめての適用案݅であることなど
である。

　平成2�年度からٶݝ企業ہ内෦で検౼が開始さ
れ、平成28年度には水道事業や官民連携にਫ਼通した各
分の有ࣝ者等による࠙会が開催され、平成29年度

ிʮᚨᚘ事Ѧ
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本社 ： 東京都千代田区㟘䛜㛵 3-㻣-㻝
T E L ： 03㻔3580㻕2㻣5㻝 （代）
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理することができ、高度ݪ水も適用可能な、Φペレー
タのෛ୲ܰݮにد༩するシステムであることを確ೝしま
した。なお、本実証ࢼ験はެӹࡒ団法ਓ水道技術研究セ
ンターのެื型実証研究ࢧԉ事業	"-*%&"
にて実施し、
これらの成果がೝめられたことにより成果確ೝॻをत༩
されました。

　当ࣾは、本システムはもとより、これまでഓってきた
水ॲ理技術やޚ੍ࢹ技術、*P5を活用し、安全・安心・
強靭な水道に貢献するιリューション、システム製品を
提ڙしてまいります。

⅙⅙⅙ဒϼྸϹᨼ⇡ン⇛↚↷る
⅙⅙‒‒ϹᨼдදλСࣂシ⇟テム

　近年の気ީม動等による༧期せ͵ݪ水水質のม動は、
ড়水場の適なҡ持管理をࠔなものとしています。と
くにড়水場のॏ要なプロセスであるूڽプロセスでは、
ूڽ、水水質がେきくม動する場合にはݪ所豪雨等でہ
の注入が適であるかをසൟに確ೝするඞ要があࡎ
り、Φペレータのෛ୲となっています。

　このような課題を解決するために、当ࣾではݦඍిڸ
気ӭ動法をԠ用したը૾ॲ理型ूڽセンサを用い、ूڽ
状ଶを定ྔ的にѲすることで、様々な水質ม動に対し
て࠷適なࡎूڽ注入を自動で決定するࡎूڽ注入੍ޚ
システムを開発しました。

　ը૾ॲ理型ूڽセンサは、フロック間の݁合の༰易性
をଊえる指ඪであるθータి位のଌ定技術をԠ用して、
センサによूڽ状ଶを定ྔ化します。ը૾ॲ理型ूڽ
り、աෆ足が無く適で、ݪ水水質のม動に従する、
。を実現しますޚ注入の自動੍ࡎूڽ

　2018年度より࡛ݝۄ企業ہ行ాড়水場において実証
水水質に対して、本シݪઅごとにҟなるق、験を行いࢼ
ステムがࡎूڽ注入を自動でௐ整し、ఽग़ޱ
度を1.0度ະຬで安定的にҡ持できることを確ೝしまし
た。また、高度ݪ水時の度（࠷高度が実ݪ水で
120度、模ٖݪ水で400度）の増ݮにԠ͡て、ࡎूڽ注
入が自動で従し、ఽग़ޱ度を2.0度ະຬでॲ

ிᑮイン⇻ラシ⇟テム⇠
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タロードにおけるϝーター੍ޚを行い、*P5-4NaSU�3で
ड信される情報は&YDFM・$47データでग़力することが
できます。ซせて、ϝーター情報を活用したध要Ո向け
のコンテンツサーϏスも一ॹに提ڙが可能です。

■൦ᢊ⇟∄ート⇙ンテン⇪

　水道スマートϝーターの情報を活用したध要Ո向けの
コンテンツとして、ݟえる化サーϏス「水るっく」と、
高ྸ者元気通報「ݟकりサーϏス」を用ҙしております。
　「水るっく」は、8FC上で料金明ࡉ機能やຖ月・ຖ日・
ຖ時の使用水ྔのݟえる化などを行うことができ、ࢴ明
に、水使用実ଶをѲڞがるとܨにݮの༣ૹコスト削ࡉ
することができます。
ॳの水の使い始めを「元࠷は、一日の「कりサーϏスݟ」　
気ϝール」としてૹ信します。また、使用状گにҟ常が
あれば「ҟ常ϝール」をݟकる方（Ո・ϘランテΟア
団体など）に通し、ซせて8FCサイトから日々の使
用ྔを確ೝすることができます。

⅙⅙Ⅴ※⁆‟⁄Ⅵ↗Ⅴ※⁆‟⁅ ⁓≚⁄Ⅵ↖
⅙⅙⅙⅙⅙⅙⅙⅙൦ᢊ事ಅを‶⁊҄

■概要

　水道事業が抱える課題解決のため、水道スマート化
のಋ入が加しております。「*P5-3」（-P8"端末）と
「*P5-4NaSU ̓3」（8FC管理システム）を活用した水道
スマートϝーター࠾用が全ࠃ各地で進んでおり、検針の
自動化・࿙水箇所のૣ期発ݟ・管ܘޱの࠷適化検౼・デー
タ活用によるध要Ո様向けコンテンツサーϏスの提ڙな
どが実現でき、水道事業の基盤強化・顧٬サーϏスの向
上・%9化のਪ進に貢献しております。

■※⁆‟⁄

　*P5-3は-P8"規格である-5&-$aU.�M1に対Ԡしたૹ信
機で、,%%*の通信を活用しております。2021年11
月時でのྦྷ計ग़ՙ台数は約150万台となり、水道・ガ
ス業界設置֦େ中です。水道スマートϝーターと続
し、ຖ日・ຖ時の検針データをૹ信するとともに、࿙
水等各種アラーム情報をリアルタイムでࢹできます。
ϝーターからセンターまで「方向通信」のӡ用が可能
で、事業体様はҙのタイミングでਵ時検針、ॠ時ྲྀྔ
のऔಘ、ϝーター設定ม更ができ、検針ઌの業務合
理化やҟ常時のૣ期対Ԡが可能となります。

■※⁆‟⁅ ⁓ ≚⁄

　P$とインターωットڥを用ҙする事でӡ用可能で
す。自動検針システムとしては、ध要Ոマスタ管理・検
針情報র会・通報ཤྺর会・Ϗッグデータর会・セン

ிබᚘ֥
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人口カバー率
99.9％

１：１の
2芯有線接続

⇈ク⇈⇒ード

【ʖ᧸ႎʟৎ管ྸシ⇟テム】

　༲水能力がԼしてからճ෮させるよりも、༲水能
力をҡ持することがॏ要という考えからアクアフリー
ドを発లさせたシステムです。
　定期的に二ࢎ化ૉによるચড়を行うことで、༲水
能力をҡ持させます。二ࢎ化ૉ注入用のインジΣク
ションパイプを༲水機とڞにҪ内に常設し、༲水機を
༲߱すること無く、短期間で施工できます。

‒⁅‶‹の⇚ール≙（ܤμ↙൦↗トイレをɭမɶ↚）⅚

‒⇚ール≔≕‚↓ⅾるᝧ˓⅚↓ⅺⅵᝧ˓‛↚ᝡྂↆ↭す

⇈ク⇈⇻リード
【෩ཞʚᣠ҄໗እを̅ဇↆ⅚൦เʟৎϋٳのႸᛄ↹ඹ工法】

　アクアフリードは、現行のどの工
法よりも効果的にҪށのスクリーン
෦内外の٧りをআڈし、༲水ྔを
ճ෮させます。
　アクアフリードಛ有の効果は、液
状の二ࢎ化ૉが地内で気化する
時に発生するエωルΪー（気化する
時の体積ுは5�0ഒ）による፩作
用によって、݁ݻしたด࠹物質をണ
させআڈできることです。
　この効果により、二ॏέーシング・ࡾ
ॏέーシングが設置されている水ݯҪ
においても、二ࢎ化ૉがपғの地ま
で十分浸ಁし、高いચড়効果がಘられ
ます。աڈ施工した�1ˋの水ݯҪで比
༙ग़ྔが150�以上ճ෮しています。

日ↄⅾ

……………………………………………………………………
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井戸の揚水能力の経年変化
アクアガード®で定期的に洗浄した井戸
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⅐シン⇽ル↙ನᡯ
　上෦ճ転機構はサドル上෦のͶ
͡こみ構造をྲྀ用した、シンプ
ルかつ、信པ性の高い構造で、
̟ＷＷ̖ Ｂ１１̓規格品です。従
来品と比ֱし、レベル2地震動૬
当のม位をडけた後でも、څ水管
のա度なม形を੍し、څ水可能
な状ଶに保つことができることを
確ೝしております。

■⇚∅֣↮᧸ഥԈൢࡰⅤ≱≤≹‟≲Ｄ≦≗Ⅵ

ഉ気หとしてඞ要な性能はそのままに、内෦構造をٵ　
େ幅にվྑ、さらにコンパクトでܰྔなٵഉ気ห
「̣̖ ʖ̫̤ Ｄ̘̐」を開発しました。
　従来のٵഉ気หは、ห࠲面にண࠲するフロートの動作
によりཷまった空気を自動でഉग़する仕組みで、小空気
が近く、水面にුいたҟ物のӨڑ面と水面の࠲のห
　　　　。をडけ易い構造でしたڹ
　新型のٵഉ気หは、小空気のห࠲の開ดをフロート
のුにて間的にม位させるリンク機構を設けて、小
空気と水面のڑをۃ力広͛、ҟ物がห࠲面に達しに
くい構造にしています。さらに小空気のห࠲෦分はフ
ロートࣨとはผのִされた空間に配置したことで、こ
れらの効果をより高めています。ٵഉ気หが設置される
水立管෦は、配管施工時にഉग़しڅ
れなかったҟ物がूまりやすい場所であ
り、高い位置に設置されるため、検作
業に時間を要する場合もあります。
　ΰミטみࢭ型のٵഉ気หは今まで
の使用ڥや設置状گを考ྀしつつ、
樹脂管のध要にも対Ԡした製品です。

■࣯ࣖዅ൦ೞᏡ˄ⅼ∇ータ⇶イパ⇟∌⇱⇩ト

従来のϝータόイパスϢニットのෆ断水ϝーターަ
機能をそのままに、ٸۓ時にϝータϘックス෦からҿ料
水をऔりग़せる箇所としてணし、Ԡڅٸ水ができるよ
う開発した製品です。
˔災害時は配水管が優ઌ的に෮چされるため、配水管路
　の近くに設置されるこのϝータόイパスϢニットは
　෮چॳ期にԠڅٸ水できます。
˔όイパス෦のԠڅٸ水続ޱは、ফ用として一ൠ的
　に使用されるொ式Χップリング̖̒̑Φスですの
　でফ用ホースと続することができます。
˔従来からのόイパス機能はそのまま、ϝーターަ
　時には断水せͣに作業できます。
⁃ྲྀ路หのૢ作ハンド
　ルは水道事業体管理のઐ
　用ハンドルになっている
　ため、౪水ࢭとなりま
　す。また、Ϙールࢭ水ખも
　ご要により開ดࢭ型
　をおબͼいただけます。

■᎑ᩗࣱᏡ҄ࢍ൦ᢊဇ⇛ドル˄Ў൦ఀ⁄⁊

⅐⇛ドルɥᢿⅻׅ᠃

水管を合したサドル付分水ખ上෦がճ転することڅ　
で、地震動による配水管との૬対ม位（すべり）に対し、
。水管にա度なෛՙが加Θることを੍しますڅ
⅐工↞ࢼஹの↭↭

　設置・ἥ・৯コア挿入は従来品とಉ様です。施工後に
ロックϐンを引きൈき、ճ転可能な状ଶとします。

日ᢰ⇶ル⇼
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ಊݱᙹ൦ᢊӼↀᘙ්൦ӕ൦ᘺፗ
ⅦＷ≶≶⇌⇏ーター⇟クリーンⅧ

　当ࣾの表ྲྀ水औ水置『Ｗ̨̨ォータースクリー
ン』は、औ水面をՏ水の水ྲྀでચいྲྀしながらऔ水す
る構造となっています。そのため、མち༿や࠭で٧
まりしにくく、औ水ޱまで足をӡんでසൟにਗ਼するඞ
要がありません。ҡ持管理作業のෛ୲をେ幅にܰݮでき
る製品として全ࠃでೲ入実績を積み上͛てきました。

　そしてこの΄ど、औ水能力25N� ʗ日の小型൛『Ｗ̨
̨-̖-25Ｍ』のൢചを開始しました。従来製品の開発と
フΟードόックでഓった設計ࢥ想を引き継͗、本体ॏྔ
は約̒LH、औ水能力は従来製品の50 ～１００N� ʗ日
からେ幅に小型化しています。中ࢁ間地のۃ小規模水道
施設でのར用を想定し、より簡単に設置できる構造とし
ています。औ付用のઐ用Ս台を用い、طଘのԃఅにアン
ΧーϘルトでݻ定することも可能で、ॏ機を使う工
事はෆ要です。また、樹脂性の̪ߔࣈにऔり付けること
でྲྀܢに設置することも可能です。

　中ࢁ間地のۃ小規模水道施設の多くはਂࢁいྲྀܢ近く
に在し、ࣼٸでڱい୩間から表ྲྀ水をऔ水するた
め、増水による破ଛや٧まりには脆弱です。こうした
地Ҭでは、څ水ਓޱのݮগとともに高ྸ化がٸに進Ή
ことで、ҡ持管理作業のෛ୲が年々ॏくなる向にあり
ます。Ｗ̨̨-̖-25Ｍはこうした課題に向き合い、ۃ小
規模水道の持続に貢献します。

日本エン⇨⇱∊
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ӕ൦Ꮱщ ․‧ 㝍≒日↗҄ݱↆ⅚≸܌ไ↚ӕ↹˄ↀႺᚨፗ↖ⅼる

ӕ൦᩿を൦්↖ඹⅳ්ↆ↙ⅻ↸ӕ൦する↰⅚Ⴘᛄ↭↹ↆ↚ⅾⅳ
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きるォータープルーフタイプも開発しました。すでに
一෦の事業体と「災害協定」をక݁して「災害に強い水
道システム」をԼࢧえしています。水道事業とともにา
んできた80༨年の経験が、次ੈの新水道システムを
りきます。‒‒‒⅙

ӧ൦ᘺፗをဇↆ
᪆↙൦ᢊシ⇟テムࢍ⅙⅙⅙⅙⅙‒⅙
　　　　　地方ࢢの中規模水道施設はٺ化対ࡦや災害の備
えがۓ٤の課題になっています。近いক来をݟਾえたと
き、従来とಉ͡ড়水システム、ড়水能力で࠶構築するඞ
要があるのでしΐうか。コンクリート築造物によるড়水
施設はͻとたͼݐ造してしまえば、څ水ਓޱのݮগに
よってはաな設備になってしまいます。現状のڅ水ྔ
とক来༧ଌにもとづきະ来をݟਾえた技術のಋ入が持続
可能な水道事業にٻめられています。
　また、ܹਙ化する自然災害の備えもେきな課題で
す。ড়水施設が被災すると地Ҭॅ民は断水を༨ّなくさ
れます。Ԡڅٸ水による一時的な対Ԡのઌには、一ࠁも
ૣいେྔかつ安全な水のڅڙがٻめられます。
　日本ݪ料では、これまでの災害෮ࢧچԉを通͡てಘた
ݟを基に災害時にٻめられる機能をॆ実させ、可ൖ型
ড়水置「モόイルシフォンタンク」をόージョンアッ
プしてまいりました。水道事業にٻめられる「持続的に
安心安全なҿ料水」をڅڙできる新しい水道システムを
提案しています。可ൖ型のಛ性を生かしてڅ水ਓޱのม
動に対Ԡした設備のҠ動・Ҡ設が可能。Ζա置内の自
がෆ要。このためϝンテナચড়機能によりΖա材ަݾ
ンスフリーでҡ持管理を簡ศかつ経ࡁ的にします。ま
た、有事のࡍにはطଘড়水施設からりして被災地に
ൖૹして災害෮چ用్に活用できます。常設型のシフォ
ンタンクと組み合Θせることで、１万立方ᶤ規模のড়水
施設を従来の築造物と比べて3分の1というコストで
構築できます。耐災害性を強化して水後ଈ࠲に෮چで

日本Ҿ૰
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औり付け可能なडޱ用のωックフォルダとの組み合Θ
せ、ۦ動Ϣニットをൢࢢのి動工具で作動させることに
より、簡単に管合作業（管の引き込み作業）が可能と
なります。
　さらに、「ָちΌく」は全ての作業を管上から行うこ
とができるため、作業性・ࢹೝ性向上に加え、クリーン
な作業が可能であり、現場にدりఴった構造設計となっ
ています。
　日本ர鉄管がご提案する、ಛڐग़ࡁئの「ָちΌく」
は、合現場における効化により、日本の水道インフ
ラをࢧえてまいります。

ӳྵئ↖の究ಊのјྙ҄を
‒‒Ⴘਦす⇽リ⇡⇩トӳ工φⅤಏ←↲ⅾⅥ

　日本ர鉄管は、「水が్れないੈ界を実現する」を
パーパスとして、ダクタイルர鉄管の製造ൢചを中心
に、̖̞による水道管ྼ化断（̧̛̖̘̩̖）や、さ
や管ਪ進工法用ਪ力達όンド（Φセール）などをల開
してきました。このたͼ、ダクタイルர鉄管合現場で
のը期的な作業性を実現させるプリセット合工具「ָ
ちΌく」をご提案いたします。
　ダクタイルர鉄管の設は、掘削�ຒめしの工作
業と、管のり߱し�管合�νΣックの合作業にେผ
されます。このうち、合作業はڱい掘削ߔ内という
められます。「ָちΌٻかな作業がࡉのもとで比ֱ的ڥ
く」は、このような合作業での工数削ݮおよͼෛՙܰ
。のために開発いたしましたݮ
　「ָちΌく」は、ຒ設管と新設管とのਊだし機能と
合機能を有しています。
　工場ग़ՙ時で管体にऔり付けࡁのຒ設可能なόンド
に、合作業現地でサϙートアームをϫンタッνでऔり
付けることにより、ૉૣいਊだしが可能となり、スムー
ζに合作業Ҡ行できます。
　これは、今までຒ設管と新設管とのਊだしを行うため
にඞ要であった、ඍௐ整を含Ή新設管のりしなどの
作業がෆ要となり、さらにサϙートアームにより、新設
管のり߱Ζし時にඞ要であった案内ਓについてもগਓ
数化が可能となりました。
　サϙートアームとόンドにはۦ動Ϣニットをϫンタッ
νでऔり付けることが可能で、ಉ͡く、ϫンタッνで

日本ᥚ鉄管
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ૺ൦ɧ要⅚˯⇙⇟ト↖᭗ችࡇ

‒⇖∄⇧ᩓᄬ්ᚘ∇タル∄ルᩓಊλٶ

MODEL 395P/394P

　M0%&- ���P����P はෳのిۃによるଟଌ定方式
で、ૠೖܕでは།一のߴਫ਼度を実現、্水道などでのྲྀྔ
ଌ定に࠷దです。
　100 ʙ ��00" まで対応し、� ʙ � 対のిۃでෳポイ
ントを実ଌして平ྲྀۉを算ग़、ଌ定ਫ਼度はʶ 1 ʙ 0��ˋ

（34）となͬています。
　不அ水で施・ϝンテナンスが可能、όイパスも不要
なので水の心もありませΜ。
　センサは 1 ʙ � ߸Ϛンϗール程度のϐットでも設置が
可能なため、事අ用のॖݮも実現できます。ثػඅ
も通常のి࣓ྲྀྔܭとൺֱしてܘޱがେきい΄どׂ安と
なるため新設にもおનめです。
　センサの水規֨は水中ܗ૬当の *P�� で、ϐットの水
にも安心です。
　変ثには � の ���0 ̼̖ग़ྗと、� の積算、ܯใ
パルスग़ྗがあり、ԕ方ࢹにもదしています。

ᩓเ工事ɧ要⅚ᣐ൦管路↳ޛ᧓ᢿ↚

ᩓ൷ٶࡸᩓಊλᩓᄬ්ᚘ⇶⇩テリー∇タル∄ル⇧∄⇖

MODEL B395/B394

ຓの࢞　 M0%&- #����#��� は、ిでۦಈ͞せる
ことができるためి源事も不要です。
　変ثը面のදࣔのଞ、ϩΨのػ能とઐ用ιフトを用
して、ॠ時ྲྀྔ、積算ྲྀྔなどのσーλを PC にμウンϩ
ーυすることもできます（アナϩグग़ྗのػ能はありませ
Μ）。

ࢹな場所の設置や、コストをえたࠔ工事がݯి　
システムの構築に適しています。

 ‧″ のᣐ管↚↞λᩓᄬ්ᚘ∇タルシン⇖ル∄⇖‒

MODEL 395SP/394SP

　M0%&- ���4P����4P は、̍ଌ定方式で、ଟిۃλ
イプでは対֎となる ��" のに対応します。
　ి式の M0%&- #���4�#���4 もあります。

˞ M0%&- ���P、#���、���4P、#���4 はย方向ଌ定用、
　���P、#���、���4P、#���4 は方向ଌ定用です。

…………………………………………………………………
東京都 区㉥ᆏ2-4-㻝 ⓑளビル
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日本ハイ⇙ン

൦ᢊ事ಅのਤዓ↚
ᝡྂするᙌԼ∝
技術⅚⇛ー⇹⇟

紙上紹介
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ଏᚨの˦管∝˦ӧ↗ⅵ管のೞᏡをӼɥする

　日本ϰΟクトリックは、昭和̐年業の配管継͗手の
ઐϝーΧーとして、豊富な実績に基づき、様々な水イ
ンフラシステムの強靭化に向け、耐震化製品をご提案い
たします。
　リペアスリーブは、ط設の৳ॖ管・৳ॖ可とう管の上
から被せるΧόー型の補強継手です。࿐ग़配管における
熱৳ॖや地震動による৳ॖ、ຒ設配管における地盤ม状
により発生するԼ等のม位から配管をकるために、管
路には৳ॖ管や৳ॖ可とう管が設置されています。࿐ग़
配管において耐震断の݁果、性能がෆ足するέース
や、ຒ設配管において圧密Լや地震動等により性能
がগないέースがあり、टԼ地震などେ地震が高い
確で発生することが༧ଌされている今、これらの৳ॖ
管・৳ॖ可とう管を耐震化する事がٸ務とされています。
　リペアスリーブは、ط設管に合Θせて製品を͛ۂたり
ਊをͣらして製作することができ、また、その後の৳ ・ॖ
ภ心・ᎇれをٵऩし、ط設৳ॖ可とう管の機能向上を
的とした製品です。現場ௐࠪに基づき、設計・製造し、
औ付作業は通水したまま行うことができ、断水作業はඞ
要ありません。上Լ水道を始めとした様々な分で࠾用
され、౦日本େ震災を始めとした、全ࠃでස発する地震
において、その有効性が確ೝされています。
　リペアスリーブは2ッׂをϘルトで連݁する̧̨̘型
や、༹で連݁する̧̨Ｗ型を主として構成しておりま
すが、औ付箇所やൖ入݅など現場ڥに合Θせた製品
をご提案しております。

…………………………………………………………………
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᎑ᩗᙀࢍӧểạሥẅリἬỴἋリὊἨ

日本√⇉クトリ⇩ク

　近年、水道管のٺ化にىҼした࿙水の発生が増加
向にあり、断水や道路のؕなどのॏେ事ނにつながる
可能性があります。しかし、ख़࿅ௐࠪ員は年々ݮগ向
にあり、ެ道上の੍水หなどにԻௌ機材を当てて࿙水Ի
をฉき分けてಛ定するなどの従来の࿙水ௐࠪ方法ではڅ
水エリア全Ҭの࿙水ௐࠪには時間を要することから、
̞̩̾やデータ解ੳなどのઌ進のデジタル技術を活用
し、࿙水検の高度化・効化を図るඞ要性が高まって
います。
　このようなഎܠから、ג式会ࣾ日立製作所では「࿙水

検サーϏス」を開発しました。
　「࿙水検サーϏス」は、࿙水時に発生するඍ小なৼ
動を日立ಠ自開発の高ײ度ৼ動センサーで検し、そ
のৼ動データから࿙水を定する解ੳアルΰリζムを用
いて࿙水エリアを高いਫ਼度でਝにಛ定するとともに、
̞̩̾通信*1を活用してԕִࢹが可能なサーϏスで
す。センサーは、内ଂόッテリーのみで約̑年間Քಇす
る΄か、センサーに࣓ੴが内ଂされており、༰易に設置
可能です。ख़࿅技能にґଘしない࿙水定のۉ質化と継
続的なԕִࢹが可能となり、࿙水のૣ期発ݟによる事
・管路のҡ持管理業務の高度化、ݮリスクと࿙水のނ
効化をࢧԉします。
　今後、「࿙水検サーϏス」のૣ期実用化を図り、安心・
安全かつレジリエントなࣾ会インフラの実現に貢献して
いきます。
　本サーϏスをＷｅｂ水道ల、日立コーナーにてհし
ておりますので、ご参加をおちしております。
“‣‒※⁆ᡫ̮⇡ン⇛ー↙↘ⅺ↸ᡫ̮をʼↆ↕⇭ータをӓᨼするˁኵ↮⅛

ឬ᭗ज़ࡇਰѣἍンἇὊをဇ
ẲẺ൦ᢊሥ൦検知ἇὊἥἋ

日ᇌᙌ˺
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⅐ᢒᨠႳᙻ∝СࣂೞᏡ᠍

　本置はԕִޚ੍・ࢹ機能をඪ४備しており、ӡ
転状ଶを常時ࢹすることができ、パιコンやタブレッ
トを用いてԕִ地から置のӡ転ૢ作や੍ޚを行うこと
が可能です。

⅐ዬ࣯ဇ൦ᘺፗ↗ↆ↕のᢃဇ

　本置は、小型トラックに積ࡌできるコンパクトな機
種もラインナップしており、災害時のԠڅٸ水活動にも
活用できます。

ᐯࠁඹᐏ↼ᢅᘺፗ
≤≴≶≨≹∇ン⇼レン⇻⇉ルター

【ᙌԼ概要】

　本置は、ড়水場で行ΘれるບΖաॲ理を置単ಠで
行うことができるড়水置で、ບモジュールの薬品ચড়
を自動で行うプログラム機能やԕִޚ੍・ࢹ機能を
しており、適なӡ転管理を༰易に行うことができまࡌ
す。
　2015年にはެӹࡒ団法ਓ水道技術研究センターから
ড়水用設備等ೝ定をऔಘしています。

【ᙌԼの特長】

⅐ᘺፗのನᡯ

　従来の多くのບΖա置では、機ثと各種૧を配管で
つな͙ことでϢニットが構成されていましたが、本置
では、์ࣹ状にྲྀ路を内ଂした̥̥製円形プレートであ
るトップブロックとアンダーブロックを࠾用し、配管を
。力লུした構造となっていますۃ

⅐ᐯѣᐯࠁඹをܱྵ

　本置はບΖաにඞ要な機能（ບΖա、ບચড়、ບଛ
ই検ग़）を全てࡌしており、自動プログラムで࠷適な
Ζա、ચড়およͼບଛইの断を行います。ບଛই時
にはଛইしたບモジュールのみ通水をः断し、ଞのモ
ジュールで継続ӡ転が可能です。

日ᇌᡯᑔ

……………………………………………………………………
東京都ရᕝ区南6-26-3 ᳃䝧ル䝫䞊䝖䠠館㻝5㝵（ཷ）
⎔ቃ事業本㒊䚷⎔ቃႠ業⤫ᣓ㒊
水ฎ⌮東京Ⴀ業㒊
TEL ： 03 （6404） 0823 （䝎䜲䝲ル䜲䞁）
URL ： https://www.h㼕ta㼏h㼕㼦㼛se㼚.㼏㼛.jp

⥭ᛴ⏝ί水⨨䛸䛧䛶㌴㍕㐠⏝ྍ⬟

ↀ↳すⅾ⅚᎑⇟リ⇩⇽↚ᣐॾↆ
ෞ້ఀဇ鉄ᔟ
持構造によりফՐ活動のための֖の開けやすさࢧ37
を実現し、֖表はं道・า道における耐スリップ性と
。ೝ性（Χラー樹脂ॆర）を両立していますࢹ

⇶ル⇼∂⇩ク⇟をဇↆ
්ඞႳᙻシ⇟テム
　センサーで計ଌした水圧やྲྀྔなどをアンテナとόッ
テリーをࡌした通信対Ԡの鉄֖からクラドૹ信
し、事務所やスマートフォンから確ೝ。地上設備やిݯ
工事がෆ要˞なためলスペースʗコストでྲྀگのԕִ
常時ࢹを可能にするシステムです。
䈜ὶ㔞ィ 䛾ሙྜ䛿እ㒊㟁※䜢⏝䛩䜛䛯䜑ᆅୖタഛ䛸工事䛜せ䛻䛺䜚䜎䛩䚹

　όルブを保ޢするだけなく、ҡ持管理の効化や事ނ
リスクのݮ、災害時のਝなԠٸ෮چにد༩する鉄 ・֖
Ϙックスをご提案します。

⇶ル⇼∂⇩ク⇟のעᩗݣሊ
　管路の耐震化とซせて、鉄
֖・Ϙックスを含めた૯合的
な対ࡦを行うことで、෮چ作
業を確実に効ྑく行うこと
ができます。

日ʂЈ൦ᢊೞ֥

……………………………………………………………………
本社 ： ⚟ᒸ┴⚟ᒸᕷ༤ከ区ሀ⢑ 5-8-㻝8 （䝠䝜䝕ビル䝕䜱䞁䜾）
TEL ： 092 （4㻣6） 0㻣㻣㻣

た。今後広Ҭ連携で施設の౷ഇ合が検౼されるなか、す
͙に解ੳ݁果がでる仕組みはなくてはならない機能と考
える。

Ⅰ⇙∓ナࣖݣ↖ஹ࠻ᎍをถ↸すဒႎ↙ೞᏡⅡ

　ෆ動産業者や指定工事ళなどが配څ水管図を閲覧する
場合、かなりのਓ数がΧンターでॱ൪ちしているの
をよくݟかける。̡ 図の（ʜʜ）の෦分になるʳこのよ
うな状گはどうしてもコロナײછのリスクが高まる。ؔ
めٻにٸ者が来ிしなくても閲覧可能なシステムがૣ
られる。しかしインターωット上に配څ水管図をެ開す
ることはපӃや小ֶߍなどҿ料水テロの問題でなかなか
可がでない。フジ地中情報では8FC上に水道閲覧ઐ用ڐ
サイトを४備して、一ൠ的にެ開されている(PPHMFMaQ
をར用したシステムを構築した。内༰はը面に表ࣔさ
れている߲にඞ要事߲を入力し、閲覧したい場所を
(PPHMFMaQ上で指定する。サイトからは水道事業体の
端末にґཔ場所とਃ内༰の情報がϝールでಧく仕組
みだ。ಧいたフΝイルを'NaQ#aTFにऔり込Ήだけでਃ
場所のP%'を作成し、ϝールでਃ場所の配څ水管図
P%'をґཔ者にૹ信する。これによりಉ͡地図をݟなが
らిでଧ合せが可能になる。2021年4月1日サーϏス
をスタートした。現在ಛڐग़ئ中である。

Ⅰ∄⇩⇺ン⇖↗ᡲઃӧᏡ↙ᚨͳӨࠚ管ྸシ⇟テムⅡ

　施設管理が水道法で義務化されたが、マッϐングシス
テムでの施設管理だけでなくড়水場や配水などの施
設管理も義務化の対である。フジ地中情報では管
の施設管理を「'NaQ#aTF」、ড়水場などの施設管理を
「'NaQMap�O」と2つのιフトΣアを用ҙした。両方
のシステムからの連携ができる事を開発のコンセプトに
し、マッϐングシステムのݻ定ࢿ産機能でऔಘしたಛڐ
の機能をそのまま'NaQMap�OにҠ২した。今後アセッ
トマωジϝント機能を加したときにはࢿ産情報を反ө
した解ੳが可能となる。

Ⅰ管ዡᚐௌೞᏡⅻଔⅾ⇟トレ⇟をज़ↇ↙ⅳⅡ

　管解ੳはマッϐングシステムとはผに動作するのが
一ൠ的だが、'NaQ#aTFにはマッϐングシステム機能の
中に管解ੳ機能をࡌしている。問題になるのが計ࢉ
がく普ஈの業務にࢧোが生͡る様では本末転だ。そ
こでઅ数や続方法などを気にしなくてૣく解ੳでき
るνューンナップを܁りฦし、今では3450LN、અ
数139334をΘͣか13.1ඵで計ࢉする事が可能になっ

⇻ジעɶऴإ

……………………………………………………………………
東京都 区ᾏᓊ 3-20-20䚷TEL:03-689㻝-6600
URL:https://www.㼒㼡j㼕-s㼕.㼏㼛.jp/

■ᢒᨠעのᛦ௹

確گ間෦・ౡしΐ෦などのԕִ地や豪ઇ地ଳなど状ࢁ　
ೝがしい場所に-/--$を設置することにより、どこに
いても管路状ଶをຖ日Ѳできます。

ሊݣ⁂‵‴■

　現場ௐࠪをґཔすることなくը面上で࿙水が確ೝで
き、#$P発動Լでも無理なく࿙水ࢹが可能です。

‒‒‒クラ⇌ド※⊒⁆ᢒᨠ൦Ⴓᙻシ⇟テム
‒‒‒リーク⇳⇩⇪⇡ルラー‒Ｌ≱Ｌ‟≦Ⅵ

� � �「クラド型*P5ԕִ࿙水ࢹシステム�リークωッツ
セルラー　-/--$」はหખに設置したロガーにهされ
たデータを、携ଳి（-5&-M）をར用してຖ日ऩू。�
　クラドサーόーに保ଘされたデータをಠ自アルΰリ
ζムで分ੳし、いつでもどこからでも࿙水定をするこ
とが可能です。
　これまで全14ࠃ�事業体でԆべ8�00݅以上の࿙水を
発ݟした「フジリークωッツ�-/-ô １」の高ײ度࿙水セ
ンサーを使用。ਫ਼度の高い࿙水定を実現しました。
　管路の常時ԕִࢹとしてすでに全34ࠃ事業体にて
実証し、効果を立証しています。

■൦のଔႆᙸ

　ຖ収ूしたσーλをੳし、ҟ常があれϝールで通
͞れます。ઐ用アプリでは࿙水発ੜݸ所や発ੜかΒमસ
までのঢ়گを֮ࢹ的に֬ೝすることが可能となり、࿏の
ҡ持ཧに有ޮです。

「˞水道施設のݕを含Ήҡ持・मસの実施にؔするΨイ
υライン」に͞ࡌهれている࿙水ࢭ対ࡦにも有ޮです。 

⇻ジテ⇙ム

……………………………………………………………………
本社 ： 東京都千代田区⚄田佐ஂ㛫町 2-20
TEL ： 03 （3862） 3㻝96
URL ： https://www.㼒㼡j㼕te㼏㼛m.㼏㼛.jp/
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　加えて、-P8"にも対Ԡしており、�ҟ常発生時には���
　ϝール・Իにより確実かつਝにおらせすること
　が可能。
˔情報セΩュリテΟ対ࡦが万全なデータセンターで
　保管・整理。
˔データセンターは౦・日本での二ॏ化ӡ用。データ
　は３ڌόックアップ。
˔可用（システムの継続Քಇ）性や信པ性が高く、େ規
　模災害等の#$P対ࡦに有効。
˔設備・ϝンテナンス台ா機能のར用により、アセット
　マωジϝントにも活用可能。
˔業界スタンダード機ثの活用΄か、各種のP-$にも
　ॊೈに対Ԡ可能。
が確保しづらい施設については、ి型やଠཅޫݯి˔
　型*P5端末にも対Ԡ。
˔雨Ӣレーダー（߱雨ྔ）などの気情報の表ࣔが可能。

【λјௐ㤊事ಅ˳の٣ⅺ↸㤊ݰ】

˔機ث等の状ଶや水質データをԕ方のிࣷでଈ࠲にࢹ
　できるようになり、ҟ常時の෮چ効がେ幅に上がっ
　た。
˔外ग़ઌにおいても携ଳ端末でࢹできるようになり、
　安心ײが増େした。
˔ϝンテナンス台ாを作成し、検݁果をهする
　アセットマωジϝントができるようになり、現地でも
　ϝンテナンス台ாを確ೝでき、ҡ持管理性が増େした。
˔テレϝータ使用料と比ֱして、1�箇所あたり約19�の
　使用料が削ݮできた。

クラ⇌ドႳᙻСࣂシ⇟テム（‸※‵⁅）

【概⅙要】

　上Լ水道施設のࢹにඞ要な情報を外෦のクラド
サーόに蓄積し、パιコンをは͡め、スマートフォンや
タブレットからアクセスしてࢹするシステムです。

【特⅙ࣉ】

。設、新設を問Θͣ、あらΏる水道施設にಋ入可能ط˔
˔定ֹのシステムར用料のෛ୲のみで常に࠷新ڥの
　システムをར用することが可能。
˔パιコンやスマートフォン・タブレット等、いつでも
　どこからでもアクセス可能。
˔システム管理は24時間対Ԡで通信方式は３(、̐(に

⇻⇣⇌

……………………………………………………………………
本社 ： 東京都୰ኸ区日本ᶫᐊ町 2-3-㻝
TEL ： 03 （6880） 2㻝㻝0
URL ： https://www.㼒㼡s㼛-㼕㼚㼏.㼏㼛.jp/

ᢒᨠႳᙻᘺፗᚨፗཞඞ（ᣐ൦൷）

⅐Ⴞエ⇳ル⇔ー

　ড়水との水位ࠩが̒Nあれば、ϙンプを使用しない
水位ࠩΖաができます。
⅐長ݤԡ

　高耐ٱ性セラミック材質のため長ण໋です。
൦↙࣎ܤ⅐

　クリプトスϙリジム対ࡦができます。
　ष気対ࡦとしてค末活性の注入ができます。セラ
ミック平ບのためບଛইの心配はありません。
⅐∇ンテナン⇟ⅻܾତ

。の高圧水ચড়機により༰易にບのચড়ができますൢࢢ　

小規模からେ規模の設備まで、お気ܰにご૬ஊください。

⇡ラ∅⇩クᐏ

　セラミック平ບはݪ水水質ม動に強いড়水ॲ理設備で
す。近年、気ީม動のӨڹにより、ಥ発的な高度ݪ水
等の発生が多くなる向にあります。こうした水質ม動
に対しても、セラミック平ບは設備をఀࢭすることなく
安定したӡ転が可能です。また、লエωルΪーを౿まえ
たӡ転により、安全安心な水を作ることで4%(Tに貢献
します。

【特⅙長】

⅐ບࢍ↚ࡇⅳ

　ઇ解けや台風により、度̑ ０００度となるݪ水
も安定Ζաできます。
⅐ငஊјဇ

。設ఽに設置できますط　

ଢᩓᑀ

……………………………………………………………………
䛆ၥྜ䜟䛫ඛ䛇
䛈 㻝4㻝-6029
東京都ရᕝ区ᓮ 2-㻝-㻝 Th㼕㼚㼗㻼ar㼗 T㼛wer
䞞᫂㟁⯋䚷⭷水事業᥎㐍㒊䚷TEL ： 03㻔6420㻕㻣480 
URL ： https://www.me㼕de㼚sha.㼏㼛.jp/pr㼛d㼡㼏ts/water/㼕㼚de㼤.html
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  緊急遮水システム

ᅈの⇟テンレ⇟ᙌᣐ൦൷↚↞⅚ܹ↖↱൦をᄩܱ࢘⅙

↚ᄩ̬↖ⅼるᐯのዬ࣯ᢚ൦シ⇟テムを᠍ↆ↕ⅳ↭

す⅛ؙࢍ↙៴˳ನᡯ↚ьⅷ⅚්λͨの⇻∓ートࡸᡞ්᧸

ഥࡰ⅚්Јͨの⇛イ⇻⇏ンࡸᢚ൦シ⇟テム↖ϋの൦්

Јを᧸ⅽ↭す⅛ݰλⅺ↸ᢃဇ↭↖⅚ᝲဇ↱ዜਤ管ྸの

᧓↱ࠢٻ↚⇑⇩ト↖ⅼるဒႎ↙シ⇟テム↖す⅛

…………………………………………………………………
䛈 460-0003
ឡ▱┴ྡྂᒇᕷ୰区㘊୕┠ 5 ␒ 2㻣 ྕ䚷㘊୰ኸビル 4F
TEL 052-85㻣-900㻝 䠋 FAX 052-85㻣-9006
https://www.beltecno.co.jp/

ベルテクノ

MIEX®ϼྸシ⇟テム
　M*&9�ॲ理システムは、M*&9�樹脂（ଳ࣓性イΦン
に優れる高ڈ樹脂）を用いた水中の༹解性有機物আަ
度ড়水ॲ理システムです。

⅌‿※‷⁊®ϼྸシ⇟テムのನ

� �M*&9�樹脂は༹解性有機物をબ的にӄイΦンަで
きるྲྀܘ約200ЖNのイΦンަ樹脂です。樹脂は࣓性
をଳͼているため、ूմ化しやすく߱性に優れたಛ
を有します。

λјௐݰ⅌

①༹解性有機物、ফಟ性
　෭生成物લۦ物質のআ
に優れ、トリハロϝڈ　
　タン生成能・ハロਣࢎ
　生成能のݮにつなが
　ります。
　次ѥԘૉࢎナトリ
　ム、ࡎूڽのݮも期
　できます。
②フミン質のようなఱ然
　の有機物に༝来する৭
　度আڈに優れます。

⅌特⅙長

①ूմ化し、߱しやすい樹脂は、上
　向ྲྀによるॲ理を可能としました。
　そのため、େきな水位高ࠩをඞ要
　とせͣ、લॲ理として、従来のプ
　ロセスをมえることなくಋ入するこ
　とができます。
②度・水温のӨڹをडけͣにॲ理が
　可能です。
水との৮時間は10分以内であݪ③
　り、短期間でॲ理が可能です。
④樹脂はԘ水で࠶生し、܁りฦし使用
　します。
⑤෭生成物を生成せͣに有機物をআڈ
　できます。

⅌ܱ⅙ጚ

　̐か所（トリハロϝタン対ࡦɿ2、ハロ
ਣࢎ対ࡦɿ１、地Լ水৭度対ࡦɿ１）　

∄エザ∕更新ࣖݣシリー⇠
Ⅴ更新∄⇭⇉ハイ⇶ル⇼Ⅵ

⅌ᙌԼ概要

　更新マデΟハイόルブは全ด時にห体がหശଆ面にऩ
ೲされྲྀ体のྲྀれを͛ないภ心構造หで、ห体がྲྀ路
にらないためԚటや࠭を含Ήྲྀ体に࠷適です。ま
た、トップエントリー構造のためหശは配管状ଶのま
ま、ห体やห࠲のަが可能でҡ持管理が༰易に行えま
す。この機能に水道面間を基४に面間৳ॖする機能を持
たせることで、औ付け、औ外しが༰易、工期短ॖでコス
ト削ݮ、コンパクトなหࣨ設計が可能、といったಛが
加Θったマエザϫの更新対Ԡシリーζの࠷新モデルで
す。

⅌ᙌԼの特長↗ݰλ∇リ⇩ト

　更新対Ԡシリーζは地ࠈ配管でަがࠔなٺ化
したόルブをスムーζに更新したいとの要にԠえ、
2002年に面間৳ॖ機能を持つ、更新όタフライหをଞ
ࣾにઌۦけ発ചしたことから始まりました。この技術に
よりόルブ面間ੇ法ൣғでの更新が可能となり、施工ൣ
ғのॖ小、工期短ॖによるコスト削ݮを実現しました。
また、新規όルブ設置のࡍにもコンパクトなหࣨ設計が
可能となりました。各種施設のニーζにԠえるべく、Σ
イト式ٸۓः断ห、仕ห、ภ心構造หとラインアップ
を増やしてまいりました。施設のԆ໋とҡ持管理性の向
上にணしたฐࣾのऔ組みは更新シリーζに加え長ण໋
όルブがご͟います。

⅌ʻࢸのӕኵ

　長ण໋όルブとして、更新対Ԡシリーζのόタフライ
ห、Σイト式ٸۓः断หは、หശ෧水෦からの࿙水に

対し、有圧Լ通水状ଶでのシール材ަが簡ศに行える
機能を付加することができます。この機能で耐用年数を
݈全な状ଶに保つとڞに、म理අや施設ӡ転のෛ୲もܰ
できます。長ण໋όルブは十数年લから長ण໋型όタݮ
フライหとしてൢചされ、多数の水道事業体様のೲ入
実績があります。
　લᖒ工業は今後もお٬様のニーζに合Θせ、持続可能
な水道の実現に貢献する製品を提ڙしてまいります。

Эຓ工ಅ

……………………………………………………………………
ᇸ⋢┴ᕝཱྀᕷ௰町 5-㻝㻝
TEL ： 048 （25㻝） 55㻝㻝
URL ： https://www.mae㼦awa.㼏㼛.jp
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の更新ئᙹ൦ݱ∝

∝൦ئ更新のˎᚨᚨͳ

∝൦ئのダ⇌ン⇛イジン⇖

∝൦ئወࡑӳの൦٭ѣ

∝ܹのዬ࣯൦ᚨͳ

˙⇛⇟テ⇉ナ⇼ル↙ᅈ会↚Ӽↀ↕

　また将来的には、 リースアップした「CPCM」を小都市
の山間部にある小規模浄水施設や新興国でリユースするな
ど、市町村や国の垣根を越えたサスティナブルな社会イン
フラ実現に向けた活用も想定しています。
　当社グループは本サービスの展開を通じて、すべての
人々に安心・安全な水道水を供給し続けていくことを目指
し、豊かで持続可能な社会の発展に貢献していきます。

⅙⅙⅙リー⇟૾ࡸの⇙ンテナӓኛ
⅙⅙‒‒⇡ラ∅⇩クᐏ↼ᢅᚨͳ
　水道事業体向け浄水設備として、セラミック膜ろ過設備
のリースを開始しました。当社が所有するセラミック膜ろ
過設備を水道事業体に一定期間、定額料金で利用可能な
リース方式で提供します。

　リース方式のため水道事業体が必要期間に応じて利用
でき、予算の平準化を可能にします。契約には保守サービ
スも含まれます。

■⇙ンテナパ⇩⇗ージ⇡ラ∅⇩ク∈⇶イル

‒‒‒（‵⁓⁛⁗‒⁂⁓⁕⁝⁓⁙⁗‒‵⁗⁓ ⁛⁕‒‿⁔⁛⁞⁗⅚‒‒ˌɦ‵⁂‵‿）　 
　当社のセラミック膜ろ過設備は、河川水、井戸水など水
道用原水中に含まれる濁度、細菌類、クリプトスポリジウ
ムなどの原虫類を独自のセラミック膜で除去して、清澄か
つ安全な水道水をつくる浄水設備で、国内各地の浄水場
で稼働しています。今回、リースするのは、このセラミッ
ク膜ろ過設備をコンパクトにパッケージ化し、コンテナに
収納した「CPCM」です。
　従来のセラミック膜ろ過設備よりも省スペースで設置
でき（設置面積は10㎡程度）、非常時にはトラック移送が
可能です。
   「CPCM」のリースは、水道事業体における財源不足や
技術者不足、水道施設の老朽化、災害対応の強化など、刻々
と変化する事業環境に合わせ、以下のような様々な利用
シーンを想定しています。

∇タ⇌⇏ーター

「CPCM」の浄水フロー

「CPCM」のラインナップ

m

m

m

……………………………………………………………………
本社 ： 東京都千代田区⚄田㡲田町 㻝-25 
Ⴀ業本㒊 Ⴀ業⏬㒊
TEL ： 03 （6853） 㻣340
URL ： https://www.metawater.㼏㼛.jp

≔≑Ҿ൦ⅺ↸↼ᢅ൦↭↖のౡཋ⇽ラン
クトンᡲዓยܭⅻӧᏡ

　「ϐコプランクトンΧンタ（̭Ｌô１０̖）」は、ಛ
有の波長のࢵ৭レーザをサンプルにরࣹし、২物プラン
クトンࡉ๔内の自Ոޫܬ物質（クロロフΟル̰）のޫܬ
を検ग़することで、છ৭などのલॲ理なしで২物プラン
クトンとそのଞの質ཻࢠを分ผし、ཻࢠの数とେきさ
をリアルタイムにଌ定
します。高ײ度である
ため、ݦޫܬඍڸでは
なԘૉॲ理後の২ࠔ
物プランクトンのଌ定
も可能です。
　自動رऍ置（̭Ｌô
2̑）を組み合Θせた
システムでは、ݪ水、
఼ॲ理水、Ζա水など
の幅広いೱ度のインラ
イン連続ଌ定が可能で
す。ϐコ২物プランク
トンによるΖա࿙ग़ো
害のଞ、ཟなどが引
きىこすूڽ఼ॲ理
ো害、Ζաด࠹ো害、ҟ
षຯো害といった様々

な生物ো害のリスク上ঢの検や、ড়水ॲ理によるআڈ
効果の検証などに活用できます。

≕≑新ᙌԼ⁊‾‟‣‣″をᡈ日リリー⇟
Ⅴ更↚ٶⅾのဃཋᨦܹ↚ࣖݣⅥ

　̭Ｌô１０̖よりもଌ定可能なཻܘレンジを֦ுする
ことで、これまでよりもେきなサイζの২物プランクト
ン計ଌに対Ԡした新製品「২物プランクトンΧンタ
（̭Ｌô１１̖）」を近日リリースします。更に多くの生
物ো害に活用できます。

䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷〇ရ䜲䝯䞊䝆

…………………………………………………………………

ᚤ⢏Ꮚィ 器事業㒊䚷᪂つ事業᥎㐍ᐊ

䛈 㻝85-8533 東京都ᅜศᑎᕷ東ඖ町 3-20-4㻝䚷

TEL ： 042-359-㻣529

䠢䠝䠴 ： 042-359-㻣465

URL ： https://www.r㼕㼛㼚.㼏㼛.jp

生物障害を迅速・簡便に検知

⁊‾‟25
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■≶Ｄ≩工法の特ࣉ

がり֯度をબばͣ挿入可能なため、立坑ۂ設管のط（̰
　　等の築造がଞ工法に比べてগ数でࡁみます。
ｂ）長ई管の製作が可能なため、施工時間の短ॖが図れ
　　ます。　
̲）発進立坑、౸達立坑ともଞ工法と比べて形状を小さ
　　くできるため、路面の෮چ面積、ݐ設発生、産ഇ
　　物の発生がগなくてࡁみます。
̳）長期耐৯性、耐ٱ性に優れています。
ｅ）৯によるḊこぶ等の発生がないため、水質にӨڹ
　　を༩えません。
　今後も安全で安心な管路に更新するために、更なる品
質・技術面での向上を図り、օ様の要にԠえていきた
いとࢥいます。

　̨%̛工法は、従来のط設管内挿入工法では施工がで
きない̕０ の˃ۂがり管を含Ή中小ܘޱのط設管内にス
テンレス・フレΩ管（以Լ̨%̛管）を挿入する工法で
あります。この工法は、ي道ԼやՏԼの෬ӽし配管、
ަ通ྔが多い道路のԣ断やଞ企業のຒ設物がしてい
る場所など、開削がࠔな場所に設されているط設管
の更新に有効であります。̨%̛工法は日本水道߯管協
会で規格化され、日本水道協会発行の水道施設設計指針
にࡌܝされている工法でもあります。
　第1ճインフラϝンテナンスେをडし、全ࠃから
たくさんのお問い合Θせをいております。また、新
たに００̒ܘޱ"を開発し、̨%̛管のܘޱは、80̖～
̒００̖までのラインナップとなりました。

≶Ｄ≩技術協会

……………………………………………………………………
事務局 ： ᶓᕷ୰区┦⏕町 6-㻝02 （䝕䝑クビルෆ）
TEL ： 045 （2㻝2） 㻝986
FAX ： 045 （6㻣㻝） 0400
URL ： http://www.sd㼒.gr.jp

　߯管によるシールドトンωル内配管工法のϝリット
としては、1.長ई管の適用が可能、2.ۂٸ線管路でも施
工が༰易、3.シールドܘޱを࠷小化、4.ܰྔで優れた施
工性、5.工期短ॖによる工事අॖݮなどがあります。

ଏᚨ管路の更新↖↞⅚ᥟ管↚↷るパイ⇽∝イン∝パイ

⇽工法を੩కↆ↭す⅛

　パイプ・イン・パイプ工法とは、ٺ化したط設管の
中に新しい߯管を挿入する
更新工法で、普通߯管による
工法とר込߯管による工法
の2種ྨがあります。
　パイプ・イン・パイプ工法
のಛ長としては、1.ط設管に
を確保、2.耐震ܘޱも近い࠷
性に優れた管路を構築、3.ۂ
りの多い管路にも対Ԡ、4.立
坑位置のબ定が自༝、5.工期
短ॖによる工事අॖݮなど
があります。

　水道管路が面している課題として、管路の長ण໋
化、基幹管路の二ॏ化、ط設管路の更新が͛ڍられます。
日本水道߯管協会は、これらの課題に対して、߯管によ
る解決ࡦを提案します。

管路の長ݤԡ҄↖↞⅚長ݤԡ࢟൦ᢊᥟ管を੩కↆ↭す⅛

　外面はプラスνック被覆1.5ᶱ以上、内面は無༹ࡎ形
エϙΩシ樹脂ృで、工場で0.�ᶱ以上、現場༹෦で1.0
ᶱ以上とする、耐ٱ性に優れた内外面ృ覆の仕様を確
立しました。
　現場༹෦ృはްບとなるため、ઐ用工具である「く
し形ら」や「ΰムら」を用いて、1.0ᶱ以上のۉ一なບ
ްの確保が可能となる、新たなృ方法を開発しました。

管路のʚ҄↖↞⅚ᥟ管↚↷るシールドトン⇳ル࠴ؕ

ϋᣐ管工法を੩కↆ↭す⅛

　基幹管路の更新では、管路の二ॏ化など水道システム
全体の長性を図ることがॏ要です。そのため、ຒ設物
にࢧোのない位置にシールドトンωルを構築し、管路を
設するシールドトンωル内配管工法が࠷適です。

日本൦ᢊᥟ管協会

……………………………………………………………………
䛈 㻝02-00㻣4 東京都千代田区九段南 4-8-9 
TEL 03-3264-㻝855䚷FAX䚷03-3264-㻝856
http://www.wsp.gr.jp/

ᘺのᚾ᬴工رᢿ๋ئྵ

߯管の༹状گ

߯管のط設管の挿入状گ
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工ئਤ←ᡂ↮̲ྸ↚↷るⅤ⇶ル⇼の工ئϐဃⅥ

■↞ↇ↰↚
　近年、水道ではόルブのような付ଐ設備にも長ण໋化が
まれていますが、管路と比べてຖ日動くόルブはྼ化が
進みやすく、機械ものであるがނに長ण໋化の実現はࠔ
です。
　όルブઐ業ϝーΧーとして、長ण໋化のニーζにط設ό
ルブのԆ໋化でおԠえできないかと考え、多年にΘたり
継続しているόルブの工場持ち込みम理を「όルブの工
場࠶生」とݺশし、長期にΘたるόルブҡ持管理のサϙー
トとして広く P3する方ࡦをऔっています。
■̲ྸⅻↆ↳すⅳࡰ˳ͼ࢟⇶タ⇻ライ‴‿）ࡰ⇶タ⇻ライࡰ‛
　主力製品のόタフライหは 19�0 年の開発時から、密
ด性の向上とҡ持管理やम理がしやすいことをલ提に、一
ൠ的なಉ心࣠形とはҟなるห体ࣼ形で設計しています。
ಉ心࣠形と比ֱして製造に手間がかかりますが、म理が༰
易で、設置から数十年が経աしたόルブでもหശやห体な
ど材にଛইがなければ、ห࠲（ϝタルシートも可能）を
औりସえ、ফ෦品のަやඞ要なम理を施した後に組み
立てて࠶ృするとݟҧえるように࠶生できて 10 ～ 15
年ఔ度のԆ໋化が図れます（ӡ転状گや使用ස度による）。
　なお、ࢭٯห、仕หなども積ۃ的にम理を行っており、
όタフライหಉ様に࠶生が可能です。
■̲ྸↆ↕ϐဇするᢠ৸Ꮓ
　使用期間 30年をաしたόルブは、ෆ具合の発生確
が増加向にあり、検あるいは更新などで設備のҡ持・
Ԇ໋化を図るඞ要がありますが、「όルブの工場࠶生」に
よりٺ化したόルブに新規更新だけではなく、म理をし
て࠶活用するというબࢶが生まれます。
　また、新規設置の場合もক来的に工場म理によるԆ໋化
が可能なόルブを設置することでストックマωジϝント
にも役立ちますし、म理可能なόルブの普及が進めば全体
にも波及効果があります。

■Ⅴ工ئϐဃⅥ↚↷る⇶ル⇼ᢃဇ̊
　ӡ用例として、設置 20 ～ 25 年લ後でम理を実施し、
設置後࠶ �～ 8年が経աした時で࠶ͼम理をしてόル
ブण໋をԆばす例や、設置開始から 15年サイクルでम理
を行う管理の例などがあり、όルブの工場࠶生が可能とい
うબࢶがͻとつ増えただけで、ストックマωジϝントの
幅が広がります。

……………………………………………………………………
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TEL ： 03-5820-3088䚷FAX ： 03-5820-㻣594
䠱䠮䠨 ： http://m㼛r㼕ta-te㼗㼗㼛㼡s㼥㼛.㼏㼛.jp/

MB型バタフライ弁

ゴムシート弁座 メタルシート弁座

・MB型の止水機構は弁箱に
ステンレス鋼（SUS304）を打
ちつけ、傾斜した弁体側に
はステンレス鋼芯入りのＯリ
ング形状のゴム弁座（シート）
を付けた簡単な構造です。

弁体傾斜形

バタフライ弁 逆止弁

分解前（工場搬入時） 分解前（工場搬入時）

完　成（工場再生後）完　成（工場再生後）

ౕဋ鉄工
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　日本ダクタイル鉄管協会は、昭和22年、ダクタイル
鉄管を製造している会員企業によって組織された団体
で、水道事業に豊富な経験を持つ顧問団を有し、ダクタ
イル鉄管の普及のための技術広報活動を中心に幅広く活
動を行っています。
　また、インフラ整備のよきパートナーとして、水道界の
抱える課題解決に向けて、各種技術説明会やセミナーの
開催、官民連携の研究等の活動にも力を入れております。
　ダクタイル鉄管は、幹線から配水管の末端まで、豊富
なラインナップで水道管路の主要管材として長年多くの
事業体にご使用いただいております。
2０2１年１０月に当協会のＷｅｂサイトを約2０年
ぶりに全面リニューアルいたしました。デザインを一新
し使いやすくなり、「ダクタイル鉄管ガイドブック」等
これまで蓄積してきた豊富なコンテンツに、すばやくア
クセスできるようになりました。スマートフォンからも
全てのページを閲覧できるようになりましたので、是非
ご活用ください。

【ハザードレジリエントダクタイル鉄管（ＨＲＤＩＰ）】

　「耐震継手ダクタイル鉄管」は、地
震による被害がなく、津波や豪雨によ
る道路崩壊等様々な自然災害に耐えた
事例が多数報告されています。
　当協会では、「耐震継手ダクタイル
鉄管」を、地震だけでなく、津波や液状化などの二次災
害や、近年増加している台風・豪雨災害等様々な“ハザー
ド（自然災害）”に対して、“レジリエンス（強靭化）”
に富んだ「ハザードレジリエントダクタイル鉄管」と定
義し、安全・持続・強靭な管路の構築に貢献していきます。

【管路更新を促進する工事イノベーション研究会】

平成３０年に発足した「管路更新を促進する工事イノ
ベーション研究会」では、設計業務を工事に含めて地元
工事業者に発注する「小規模管路工事向け簡易型設計施
工一括発注方式（小規模簡易ＤＢ）」の仕組みを提案し、
その実効性について評価・検証を行ってきました。現在、
第2期の活動を継続しており、１８事業体に参加いただ
き、多くのモデル事業を実施しながら、管路更新の促進
の課題等についても幅広く議論を行っています。今後も
活動の成果等について、情報発信していきます。

【正会員】

株式会社クボタ

株式会社栗本鐵工所

日本鋳鉄管株式会社

株式会社遠山鐵工所

九州鋳鉄管株式会社

日之出水道機器株式会社

…………………………………………………………………

事務局：東京都千代田区九段南4-8-9 （日本水道会館2F）

TEL ： 03-3264-6655

URL ： https://www.jdpa.gr.jp/

日本ダクタイル鉄管協会

　「水道施設耐震工法指針・解説-2009-」に基づき耐震
　設計が可能です。
②従来の材料と比べて、耐圧力は革新的に向上。パルラ
　イナーＷＨＭ単体での常用圧力1.0ＭPa ～ 1.5MPaを
　確保。また、単体での破断圧は5.0ＭPa以上を実現し
　ました。
③2箇所の作業坑を掘削するだけで、ロングスパンの施
　工が短時間ででき、ベンドを含んだ複雑な管路の施工
　も可能です。
④ライニング材（パルライナー、熱硬化性樹脂）は、日本
　水道協会規格に適合しており水質に無害です。また、
　耐薬品性、耐水性に優れており、耐用年数は100年を
　想定しています。
⑤パルライナーの内面は非常に滑らかなので通水能力が
　向上します。
⑥パルライナー・熱硬化性樹脂は工場で一貫した厳しい
　生産管理のもとで製造されており、高品質な材料と安
　定した施工により品質管理は万全です。

…………………………………………………………………

事務局 ： 東京都千代田区岩本町2-6-9 （佐藤産業ビル）
TEL : 03 （5825） 9455
FAX : 03 （5825） 9456
URL : http://www.paltem.jp/

　パルテム技術協会では、「パルテムＨＬ工法」、「ホー
スライニング工法」を保有しており、近年では高強度・
高耐圧を保持した「パルライナーＷＨＭ」を開発し、水
道管路の耐震化・更新工法と位置付け「パルテムＨＬ工
法」の普及を図っております。
　1983年より施工を開始し、現在までに施工実績は
419ｋｍに達しております。これからも更なる技術・品
質の向上を図り、水道管路の耐震化や更新のお役に立ち
たいと考えております。

■パルテムＨＬ工法の概要

　パルテムＨＬ工法は高強度・高耐圧を有する『パルラ
イナーＷＨＭ』を中心とした材料に熱硬化性樹脂を含浸
させ、水道管路内に空気圧により反転挿入し、管路の両
端に気密金具をセットし常温により硬化させ、パイプの
中でパイプを形成する工法です。

■パルライナーＷＨＭの概要

　パルライナーＷＨＭは、円筒状に製織された円筒補強
織物の表面に被覆材を被覆したベースホースの中に、円
筒状にしたガラスマットを引き込んだ構造のものです。
高強度、高耐圧力を有し、これまでホースライニング工
法の適用外であった高い内圧管にも適用可能となりまし
た。

■パルテムＨＬ工法の特長

①水道管路内に形成されるＨＬパイプは地震時に発生す
　る地盤歪みに対して十分な機械的性質を有しており、
　地震に脆弱な管路の耐震性を向上させます。また、

パルテム技術協会
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